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　５月末から６月中旬にかけて、国指定
名勝「松

しょう

浜
ひんけん

軒」では白や紫の肥後花 菖
しょう

蒲
ぶ

が咲きほこる。その庭園では毎年、期間
限定で「茶

さ わ

和の会」による抹茶の接待と
庭園ガイドが行われ、訪れた人たちを楽
しませている。
　「木陰で抹茶をいただき、家族や友人と
おしゃべりをしながらゆったりと過ごし
ていただくのが一番うれしい」。そう語る
のは、茶和の会の真木文

ふみ

子
こ

さん。
　茶和の会は平成１３年４月に、町おこ
しにつながるボランティア活動を行うこ
とを目的に発足し、今年で１５周年を迎
えた。お茶の接待をすることで和やかで
癒やしの空間づくりをしたいと「茶和の
会」とみんなで決めた。発足時は、有志
が知り合いなどに声をかけ、約１００人
が集まった。主となる活動は、この松浜
軒での抹茶の接待と庭園ガイドだ。入会
に茶道の経験、流派は不問。おもてなし
の心があれば誰もが入会できる。　
　発足当時、自他ともに認める「世話好
き」という真木さんに茶和の会発足メン
バーとして声がかかった。以来、世話人
４人で話し合い、抹茶接待のローテーショ
ンを組んだり、役割分担や準備作業、研

松濱軒を訪れる人に
心地よいひとときを

修を行ったりしている。
　「 肥後花菖蒲は肥後六花の一つ。鉢植え
で座敷鑑賞用でしたが、松浜軒のものは
特別に地植えが許されたものなんですよ」
と特別な空間でのおもてなしについて語
る。
　大切にしていることは、訪れた人たち
が楽しむことができるような、和やかで
気取らない雰囲気づくりだ。笑顔で声か
けをするなどして、訪れた人の笑顔も誘
うよう心がける。「よかなぁ」「とてもゆっ
くりした」という声が何よりもの褒美の
言葉になる。「家族で訪れたおじいさんが
笑顔で言った『ここで初めて抹茶を飲ん
だが、うまかなぁ～』と言われた一言が
忘れられないですね」と微笑む。
　そんな笑顔の裏では気を遣う作業も多
くある。特に神経を使うのは火の始末だ。
貴重な文化財である松浜軒内であるため、
消火の確認作業を何度も行い、念を入れ
ているという。
　長く続く茶和の会の活動だが、発足当
時約１００人いた会員も、高齢化などで
５０人程度に減少。後継者不足が課題と
なっており、会員募集や研修会など積極
的に行っているところだ。
　「よく続いたなという思いとともに、茶
和の会の活動がずっと続いていくことが
願いです」と語る真木さん。今年の松浜
軒での活動は５月２７日～６月３日の８
日間行う。「松浜軒と肥後花菖蒲というこ
の季節限定の風情を味わい、心地よいひ
とときを多くの人に過ごしてほしい」。そ
んな思いで、会員らと真心こもったおも
てなしの準備を進める。

（古城町）

茶和の会
真木  文子 さん

広報やつしろは、市ホームページ
でもご覧いただけます。

トップページ → 総合案内 → 広報やつしろ

▲3月25日に行われた研修会で説明を行う
　真木さん（左から４番目）

生ごみ堆肥化容器等設置に助成

生
ご
み
の
堆
肥
化
の
メ
リ
ッ
ト
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生ごみ堆肥化容器等
設置に助成します

問合せ　廃棄物対策課　34-1997

でご 化堆 ッイダ トエご

　
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
て
生
ご
み
を
堆
肥
に

す
る
方
法
な
ど
を
廃
棄
物
対
策
課
職
員
が
出

向
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
５
人
以
上
（
団
体
、
職
場
、
友
人
な
ど
）

か
ら
申
込
み
可
能
で
す
。
受
講
し
た
人
に
は

１
回
分
の
体
験
キ
ッ
ト
と
テ
キ
ス
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。

　
申
込
み
は
希
望
日
の
１
カ
月
前
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
講
座
の
内
容
な
ど
、
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
対
策
課
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
34
１
９
９
７

問
合
せ
・
申
込
先

「
段
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
た

　
　
　
生
ご
み
堆
肥
化
講
座
」

出
前
講
座

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
家
庭
か
ら
出
る
「
燃
え
る
ご
み
」
の
約
半
分

が
「
生
ご
み
」
で
す
。
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る

こ
と
で
「
燃
え
る
ご
み
」
が
減
り
「
燃
え
る
ご

み
」
を
出
す
量
や
回
数
が
減
り
ま
す
。

　
ま
た
、
台
所
が
衛
生
的
に
な
り
、
処
理
物
は

堆
肥
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

生
ご
み
の
堆
肥
化
の
メ
リ
ッ
ト

廃
棄
物
対
策
課
（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

環
境
課
（
市
役
所
別
館
２
階
）

各
支
所
地
域
振
興
課

（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

申
請
先

・
八
代
市
に
住
所
を
有
す
る
者
で
あ
り
、
同
住

　
所
世
帯
に
て
使
用
す
る
こ
と

・
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
全
員
が
市
税
等
を
滞

　
納
し
て
い
な
い
こ
と

・
購
入
す
る
容
器
や
機
器
が
中
古
品
で
な
い
こ
と

※
年
度
予
算
に
到
達
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

助
成
の
対
象
要
件

　 

生
ご
み
堆
肥
化
容
器

助
成
の
内
容

【
助
成
金
額
】

【
助
成
対
象
数
】

購
入
価
格
の
２
分
の
１
（
上
限
１
基
に
つ
き

３
千
円
）

過
去
１
年
間
に
お
い
て
１
世
帯
あ
た
り
３
基

ま
で

　
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

登
録
申
込
先･･･

廃
棄
物
対
策
課
（
清
掃
セ

　
　
　
　
　
　  

ン
タ
ー
内
）
☎
34
１
９
９
７

・
購
入
す
る
前
に
廃
棄
物
対
策
課
へ
の
登
録
申

　
込
（
電
話
で
の
申
込
可
）
が
必
要
で
す
。

・
申
請
後
、
廃
棄
物
対
策
課
職
員
が
設
置
確
認

　
を
行
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
助
成
金
の
上
限
額
が
２
万
５
千

円
か
ら
３
万
円
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

【
助
成
金
額
】

【
助
成
対
象
数
】

購
入
価
格
の
２
分
の
１
（
上
限
１
基
に
つ
き

３
万
円
）

※
メ
ー
カ
ー
保
証
料
は
購
入
価
格
に
含
み
ま
す
。

過
去
５
年
間
に
お
い
て
１
世
帯
あ
た
り
１
基

ま
で

① 

申
請
書

② 

市
税
等
納
税
状
況
確
認
同
意
書

③ 

助
成
金
請
求
書

④ 

購
入
店
か
ら
の
領
収
書
（
原
本
）

　（
金
融
機
関
の
口
座
内
容
を
記
入
す
る
必
要
が

    

あ
り
ま
す
。）

申
請
に
必
要
な
書
類

①
～
③
の
書
類
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
各
申
請
先
で
も
受

け
取
れ
ま
す
。

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
の
登
録
申
込
み
を
し

た
人
に
は
、
登
録
完
了
通
知
書
と
と
も
に
郵

送
し
ま
す
。

・

生 み 肥 み
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市
民
生
活
に
関
す
る
具
体
的
な
テ
ー
マ
の
も
と
に
市
民
と
市
長
が
懇
談

す
る
「
市
民
と
市
長
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）」
の
平
成
27
年
度
前

期
分
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
要
項
を
ご
確
認
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
平
成
26
年
度
に
開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
様
子
を
紹
介
し
ま

す
。（
抜
粋
）

<
 

募
集
要
項 >

■
対
象　

市
内
に
居
住
、
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体

や
グ
ル
ー
プ
（
各
種
団
体
、自
治
会
、企
業
、

学
校
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
）
で
、
特
定
の
政

党
を
支
持
す
る
団
体
や
暴
力
団
、
宗
教
を

目
的
と
す
る
団
体
な
ど
は
除
き
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

一
方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
で

は
な
く
、
広
く
市
民
生
活
に
関
す
る
事
柄

の
中
か
ら
、
具
体
的
な
テ
ー
マ
を
団
体
な

ど
で
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
人
数　

原
則
と
し
て
10
人
か
ら
30
人

ま
で

■
開
催
月　

７
月
、
８
月
、
10
月
（
前
期
）

　
※
月
2
回
程
度

■
開
催
日
時　

平
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
の
間
で
、
時
間
は
90
分
以
内

■
開
催
場
所　

申
込
団
体
な
ど
が
設
定
さ
れ

た
場
所
（
市
内
に
限
る
）
で
行
い
ま
す
。

減
免
制
度
の
あ
る
公
共
施
設
以
外
で
会
場

使
用
料
な
ど
を
要
す
る
場
合
は
、
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

■
開
催
方
法　

１　

会
場
の
手
配
や
準
備
は
、
主
に
申
込
団

体
な
ど
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２　

市
長
の
ほ
か
市
長
が
必
要
と
認
め
る
職

員
が
同
席
し
ま
す
。

３　

懇
談
会
の
内
容
は
、
団
体
な
ど
の
代
表

者
か
ら
の
趣
旨
説
明
、
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
市
長
説
明
、
市
民
と
市
長
と
の
懇
談
を

基
本
と
し
ま
す
。

４　

質
疑
や
意
見
交
換
を
す
る
場
と
し
、
一

方
的
な
要
求
や
苦
情
な
ど
は
話
題
と
し
ま

せ
ん
。

■
開
催
申
込　

申
込
書
に
テ
ー
マ
や
開
催
希

望
日
時
（
第
１
～
第
３
希
望
）、
開
催
場
所

な
ど
を
記
入
し
、
広
報
広
聴
課
へ
提
出
く

だ
さ
い（
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ

ー
ル
）。
会
則
や
規
約
、
名
簿
が
あ
る
場
合

は
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
広
聴
課（
本
庁
２
階
）、

各
支
所
地
域
振
興
課
・
出
張
所
・
公
民
館
に

あ
り
ま
す
。
な
お
、
同
一
団
体
な
ど
の
開

催
申
込
は
、
１
年
に
つ
き
１
回
で
す
。

■
申
込
期
限　

５
月
29
日
㈮

■
開
催
決
定　

テ
ー
マ
や
開
催
希
望
日
時
な

ど
を
確
認
し
、
開
催
可
否
の
決
定
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
開
催
決
定
後
、

緊
急
の
事
情
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
開
催

を
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
公
表　

開
催
し
た
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
概
要

は
、
広
報
や
つ
し
ろ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
熊
本
県
手
話
サ
ー
ク
ル

八
代
わ
か
ぎ
や
熊
本
県
立
八
代
東
高
等
学
校

の
生
徒
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
（
懇
談
会
）
を

開
催
し
ま
し
た
。
両
団
体
を
合
わ
せ
る
と
約

80
人
（
関
係
者
な
ど
含
む
）
の
参
加
が
あ
り
、

テ
ー
マ
に
そ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
や
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
市
長
と
懇
談
で
き
て
幸

せ
だ
っ
た
」「
手
話
を
理
解
し
て
も
ら
う
活
動

を
、
こ
れ
か
ら
勉
強
し
な
が
ら
取
り
組
み
た

い
」「
市
と
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
、
八
代

市
の
担
い
手
と
し
て
八
代
を
元
気
に
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
つ
の
団
体
と
の
テ
ー
マ
ト
ー
ク
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
）

問
合
せ

　
広
報
広
聴
課
☎
33
４
１
０
１
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テ
ー
マ
ト
ー
ク
①-

平
成
26
年
11
月
11
日

熊
本
県
手
話
サ
ー
ク
ル
八
代
わ
か
ぎ

市
民　
（
同
サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
報
告
。
手

話
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
聴
覚
障
が
い
者
の
理

解
を
深
め
、
聴
覚
障
が
い
者
が
円
滑
に
社
会

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
諸
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
の
説
明
あ
り
）

市
長　

皆
さ
ん
の
苦
労
が
、
思
っ
て
い
た
以

上
に
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
に
は
、
手

話
通
訳
者
の
養
成
が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
環

境
を
作
る
た
め
の
諸
問
題
を
改
善
し
て
い
き

た
い
。

市
民　

手
話
通
訳
の
派
遣
担
当
者
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
る
。
夜
中
に
消
防
か
ら

呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
24
時
間
気
に

し
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
若
い

世
代
に
担
当
を
任
せ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
。
市
も
一
緒
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

テ
ー
マ
ト
ー
ク
②-

平
成
27
年
2
月
13
日

熊
本
県
立
八
代
東
高
等
学
校

生
徒　

平
成
26
年
度
は
商
業
と
ス
ポ
ー
ツ
に

視
点
を
置
き
、
商
店
街
で
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
や
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
と
の
コ
ラ

ボ
に
よ
り
特
産
品
の
販
売
と
バ
ス
ツ
ア
ー
を

企
画
し
た
。
取
り
組
み
を
後
輩
に
引
き
継
い

で
い
く
こ
と
で
、
八
代
東
高
校
の
可
能
性
や

楽
し
さ
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

地
域
と
密
着
し
て
や
れ
る
こ
と
は
商

業
科
の
特
典
で
あ
る
。
引
き
継
ぐ
後
輩
な
ど
、

皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
期
待
し
て
い
る
。

生
徒　

若
者
が
将
来
住
み
た
い
街
づ
く
り
に

つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。

市
長　

将
来
住
み
た
い
と
思
う
街
に
す
る
に

は
、働
く
場
が
必
要
で
あ
る
。
フ
ー
ド
バ
レ
ー

構
想
で
県
南
農
林
水
産
物
を
活
用
し
た
食
関

連
産
業
や
物
流
拠
点
を
形
成
し
、
雇
用
を
増

や
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
若
い
人
が
多
い

街
ほ
ど
活
力
が
出
て
く
る
。
皆
さ
ん
が
八
代

を
支
え
て
い
く
と
い
う
想
い
で
頑
張
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

生
徒　

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
て
き
た

市
に
改
善
し
て
欲
し
い
要
望
の
中
で
、
実
現

可
能
な
も
の
は
あ
る
か
。

市
長　

商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
私
の
学
生
時
代
は
商
店
街
に
行
く
の
が

楽
し
み
だ
っ
た
が
、
今
の
学
生
た
ち
は
大
型

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
行
く
傾
向
が
あ

る
。
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
路
線

バ
ス
や
お
れ
ん
じ
鉄
道
へ
の
補
助
な
ど
、
利

用
者
が
増
加
す
る
取
り
組
み
を
研
究
中
で
あ

る
。

生
徒　

八
代
港
の
発
展
も
視
野
に
入
れ
て
生

産
者
と
人
と
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
が
、
市
が
考
え
て
い
る
八
代
港
の
発
展

に
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い
か
。

市
長　
「
東
高
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
な
ど
を
通
し
て

得
た
生
産
者
や
流
通
業
者
、
市
民
と
の
つ
な

が
り
を
基
に
、
八
代
港
の
Ｐ
Ｒ
方
法
の
提
案

を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
あ
り
が
た
い
。
ま
た
、

大
型
客
船
の
入
出
港
時
セ
レ
モ
ニ
ー
な
ど
の

お
手
伝
い
や
、
物
産
店
で
の
東
高
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
出
店
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

生
徒　

本
校
で
考
案
し
た
「
ト
マ
ッ
ト
」「
イ

グ
サ
ン
」「
ペ
イ
ユ
ン
」
と
い
う
八
代
の
特

産
品
を
使
っ
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
い
る
。
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
商
標
化
し
、

八
代
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
使
え
な
い
か
。

市
長　

ト
マ
ト
の
「
と
ま
ピ
ン
」、
い
草
の

「
タ
ー
ミ
ン
」は
あ
る
が
、三
者
そ
ろ
っ
た
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
は
な
い
。
大
々
的
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
、
八
代
の
物
産
Ｐ
Ｒ
に
生
か
し
た
い
。

　

皆
さ
ん
の
提
案
に
は
取
り
組
ん
で
い
け
る

も
の
も
あ
る
と
思
っ
た
し
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
活
動
を
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
そ
の

活
動
を
後
輩
に
伝
え
て
い
た
だ
け
る
と
、
毎
年

懇
談
会
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

市
長　

派
遣
担
当
者
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と

は
知
ら
な
か
っ
た
。
派
遣
事
業
の
問
題
点
を

早
く
改
善
し
、
若
い
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
大
事
だ
と
感
じ
た
。
手
話
サ
ー
ク
ル
は
大

変
大
事
な
分
野
で
あ
り
、
行
政
も
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
や
県
と

連
携
し
て
頑
張
り
た
い
。

●
こ
の
ほ
か
、
参
加
者
と
市
長
が
手
話
に
よ

る
県
名
当
て
ゲ
ー
ム
や
手
話
に
よ
る
自
己
紹

介
の
練
習
な
ど
が
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

▲サークルの活動を発表する熊本県手話　
　サークル八代わかぎのメンバー

▲今後取り組んでみたいことを発表する
　八代東高校生

H26
11/11
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固
定
資
産
税

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
る

　
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
お
け
る
市
内
の

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
地
方
税

で
す
。
こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
50
％
を
占
め
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
や
公
共
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源
に
な

り
ま
す
。

 

平
成
27
年
度
か
ら 

税
率
が
１・５
％
か
ら
１・６
％
に
変
わ
り
ま
す

◆ 

こ
れ
ま
で
１・５
％
だ
っ
た
の
は
？

◆ 

な
ぜ
平
成
27
年
度
か
ら
な
の
？

◆ 

増
え
た
固
定
資
産
税
を
何
に
使
う
の
？

　
固
定
資
産
税
の
税
率
は
、平
成
17
年
の
市
町
村
合
併
で
の
協
定
に
よ
る
決
定
事
項
で
す
。

　
協
定
で
は
『
固
定
資
産
税
率
は
１
・
６
％
と
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
17
年
度
か
ら
19
年

度
ま
で
は
１
・
４
％
と
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
は
１
・
５
％
と
す
る
。
な
お
、

社
会
情
勢
に
よ
っ
て
は
、
１
・
５
％
か
ら
１
・
６
％
に
引
き
上
げ
る
時
期
が
前
後
す
る
こ
と

も
あ
り
得
る
』
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
合
併
協
定
に
基
づ
き
平
成
20
年
度
に
は
税
率

を
１・
５
％
に
引
き
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
後

に
起
こ
っ
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
影
響

で
景
気
が
冷
え
込
ん
だ
た
め
、
協
定
の
な
お
書

き
に
よ
り
昨
年
度
ま
で
１・
５
％
に
据
え
置
い

て
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
他
の
地
方
都
市
と
同

様
に
、
超
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
う
社
会
保

障
経
費
の
増
大
が
著
し
い
状
況
で
す
。
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
財
源
の

　
高
齢
化
社
会
に
伴
い
増
大
し
て
い
る
医
療
・

介
護
な
ど
の
社
会
保
障
経
費
へ
の
対
応
の
他
、

子
育
て
支
援
策
の
拡
充
、
企
業
誘
致
や
フ
ー
ド

バ
レ
ー
構
想
の
推
進
な
ど
定
住
促
進
を
図
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
へ
の
財
源
に
な
り
ま

す
。

確
保
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

平
成
27
年
度
は
３
年
ご
と
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
替
え
を
し
た
金
額
で
課
税
を
行
う
年
で
、
評

価
額
の
下
落
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
少
し
で
も
負
担
感
の
軽
減
に
つ
な
が
る
と

判
断
し
、
平
成
27
年
度
か
ら
と
し
ま
し
た
。

税
額
の
計
算
方
法

住
宅
を
新
築
し
た
場
合
の

軽
減
措
置

家
屋
の
評
価
方
法

門
や
塀
は

家
屋
と
し
て
は
課
税
対
象
外

償
却
資
産
と
は

土
地
の
評
価
方
法

　
固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標
準
額
×
税

率
（
１
・
６
％
）」
と
い
う
式
で
求
め
ら
れ
ま
す
。

こ
の
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
の
価
格
（
評

価
額
）と
本
来
同
じ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
課
税
標
準
の
特
例
措
置
や
負
担
調

整
措
置
の
適
用
が
あ
る
と
き
は
、
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
土
地
と
家
屋
の
固
定
資
産
の
価
格
を

見
直
す
評
価
替
え
は
通
常
３
年
ご
と
に
行
っ
て

お
り
、
本
年
度
が
評
価
替
え
の
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
新
築
住
宅
に
つ
い
て

は
、新
築
後
一
定
期
間
、

固
定
資
産
税
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

①
専
用
住
宅
、
共
同
住
宅
、
併
用
住
宅
（
併
用

　
住
宅
の
場
合
は
、
居
住
部
分
の
割
合
が
２
分

　
の
１
以
上
）

①
一
般
住
宅
は
新
築
後
３
年
度
分
（
３
階
建
以

　
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
は
５
年
度
分
）

　
軽
減
期
間
を
過
ぎ
る
と
本
来
の
税
額
に
戻
り

ま
す
の
で
、
家
屋
の
固
定
資
産
税
が
上
が
り
ま

す
。 認

定
長
期
優
良
住
宅
は
、
行
政
庁
の
認
定
を
受

け
て
新
築
さ
れ
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
（
認
定
通
知
書
の
写
し
）
が
必
要
で
す
。

※ 　
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０
㎡
ま
で
の
も

の
は
そ
の
全
部
、
１
２
０
㎡
を
超
え
る
も
の
は

１
２
０
㎡
相
当
部
分
ま
で
が
減
額
範
囲
と
な
り

ま
す
。

　
減
額
範
囲
に
相
当
す
る
家
屋
に
か
か
る
固
定

資
産
税
の
２
分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

②
居
住
部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
（
一
戸
建
以
外

　
の
貸
家
住
宅
は
40
㎡
）
以
上
２
８
０
㎡
以
下

②
認
定
長
期
優
良
住
宅
は
新
築
後
５
年
度
分

　（
３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
は
７
年

　
度
分
）

【
対
象
と
な
る
住
宅
】

【
減
額
さ
れ
る
範
囲
】

【
減
額
さ
れ
る
額
】

【
減
額
さ
れ
る
期
間
】

【
そ
の
他
】

　
家
屋
の
評
価
は
、
国
が
示
す
「
固
定
資
産
評

価
基
準
」
に
基
づ
き
行
わ
れ
ま
す
。

　
評
価
の
対
象
と
な
る
家
屋
と
同
一
の
も
の

を
、
評
価
時
点
で
そ
の
場
所
に
新
築
し
た
場
合

に
必
要
と
さ
れ
る
建
築
費
「
再
建
築
価
格
」
を

算
出
し
、
こ
れ
を
基
準
と
し
ま
す
。
こ
の
基
準

の
価
格
を
新
築
時
か
ら
経
過
年
数
に
応
じ
た
減

価
な
ど
を
考
慮
し
、
家
屋
の
評
価
額
を
求
め
ま

す
。

　
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋
は
、

一
定
の
要
件
を
備
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
門
や
塀
、
壁
の
無
い
カ
ー
ポ
ー
ト
、
基
礎
が

無
く
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
置
い
た
だ
け
の
物
置
な

ど
は
要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
、
家
屋
と

し
て
は
課
税
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
給
水
、
排
水
、
電
気
な
ど
の
設
備

や
バ
ル
コ
ニ
ー
、
玄
関
ポ
ー
チ
な
ど
は
家
屋
に

含
め
て
評
価
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
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償
却
資
産
と
は

宅
地
評
価
の
基
準

住
宅
用
地
に
対
す
る
課
税
標
準

の
特
例
措
置

昨
年
８
月
に
住
宅
を
壊
し
た
が

今
年
、
土
地
の
固
定
資
産
税
が

上
が
っ
た
の
は
な
ぜ
？

今
年
の
２
月
に
土
地
と
家
屋
を

売
却
し
た
が
、
固
定
資
産
税
の

納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
て
き
た

の
は
な
ぜ
？

事
業
を
始
め
た
が

償
却
資
産
の
申
告
は
必
要
？

土
地
の
評
価
方
法

　
２
０
０
㎡
以
下
の
住
宅
用
地
（
２
０
０
㎡
を

超
え
る
場
合
は
住
宅
一
戸
当
た
り
２
０
０
㎡
ま

で
の
部
分
）を
小
規
模
住
宅
用
地
と
い
い
、課
税

標
準
額
は
評
価
額
の
６
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

　
小
規
模
住
宅
用
地
以
外
の
住
宅
用
地
を
一
般

住
宅
用
地
と
い
い
、
課
税
標
準
額
は
評
価
額
の

３
分
の
１
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
併
用
住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
は
、
居
住
部
分
の
割
合

に
よ
っ
て
、
住
宅
用
地
の
適
用
さ
れ
る
面
積
が

異
な
り
ま
す
。

　
土
地
と
家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
そ
の
年
の

１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
年
の
途
中
で
売
却
し
て
も
、
そ

の
年
の
税
金
は
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
税
金
の
支
払
方

法
な
ど
は
売
主
と
買
主
と
の
間
で
、
事
前
に
話

し
合
い
を
し
て
お
く
か
、
売
買
契
約
書
な
ど
で

取
り
交
わ
し
て
お
く
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
合
併
協
議
の
結
果
に
基
づ
き
、
地
籍
調
査
後

の
課
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の
登
記
完
了

分
に
つ
い
て
、
登
記
さ
れ
た
新
地
積
で
課
税
さ

れ
ま
す
。

【
小
規
模
住
宅
用
地
】

【
一
般
住
宅
用
地
】

　
償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
建
設
業
や

飲
食
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
人

が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
機
械
や
器
具
、
備
品
な
ど
を
い
い
ま
す
。

【
例
】

・
構
築
物
（
店
舗
内
装
、
舗
装
路
面
、
ビ
ニ
ー

   

ル
ハ
ウ
ス
な
ど
）

・
機
械
や
装
置
（
各
種
加
工
製
造
用
機
械
、
受

   

変
電
設
備
、
農
業
用
機
械
な
ど
）

・
船
舶
、
車
両
や
運
搬
具
（
自
動
車
税
や
軽
自

  

動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
も
の
は
除
く
）

・
工
具
、
器
具
、
備
品
な
ど

　
宅
地
の
価
格
は
、
評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化

を
図
る
目
的
で
、
平
成
６
年
度
の
評
価
替
え
か

ら
、
地
価
公
示
価
格
（
国
土
交
通
省
が
１
月
１

日
現
在
の
宅
地
の
価
格
と
し
て
発
表
）
な
ど
の

７
割
程
度
を
目
途
と
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
住
宅
用
地
に
は
、
①
専
用
住
宅
の
敷
地
に
利

用
さ
れ
て
い
る
土
地
②
併
用
住
宅
（
店
舗
兼
住

宅
な
ど
）
の
敷
地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
土
地
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
住
宅
用
地
に
対
し
て
は
、
家
屋
の
床
面

積
の
10
倍
ま
で
を
限
度
に
、
そ
の
税
負
担
を
特

に
軽
減
す
る
必
要
か
ら
課
税
標
準
の
特
例
措
置

　
住
宅
を
壊
し
た
場
合
、
住
宅
用
地
に
対
す
る

課
税
標
準
額
の
特
例
措
置
の
軽
減
が
な
く
な

　
償
却
資
産
は
、
毎
年
１
月
末
日
ま
で
に
事
業

者
自
ら
が
市
町
村
に
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
新
た
に
事
業
を
始
め

た
人
な
ど
で
、
所
有
す

る
資
産
が
申
告
の
対
象

と
な
る
か
ど
う
か
不
明

な
場
合
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

資
産
税
課
☎
33
４
１
０
８

各
支
所
地
域
振
興
課

（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

問
合
せ

 

地
籍
調
査
後
の
固
定
資
産
税

敷地面積が 300㎡、家屋の床面積が 100㎡
の住宅用地の取り扱いについて

　床面積の 10 倍までを限度に住宅用地とされる
ので、この場合 300㎡全てが住宅用地となります。
　また、住宅用地の 200㎡が小規模住宅用地とな
り、残り 100㎡が一般住宅用地となります。

【図 1】専用住宅の敷地の例

小規模住宅用地
    (200㎡ )

一般住宅用地

       (1
00㎡ ) 床面積

(100㎡ )

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
１
参
照
）。

　
評
価
の
対
象
と
な
る
土
地
は
、田
、畑
、宅
地
、

鉱
泉
地
、
池
沼
、
山
林
、
牧
場
、
原
野
、
雑
種

地
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
土
地
の
評
価
は
、
国
が
示
す｢

固

定
資
産
評
価
基
準
」
に
よ
り
、
地
目
別
の
評
価

方
法
で
評
価
し
ま
す
。

　
固
定
資
産
税
に
お
け
る

評
価
上
の
地
目
は
、
土
地

登
記
簿
上
の
地
目
に
関
わ

り
な
く
、
そ
の
年
の
１
月

１
日
の
現
況
の
地
目
に
よ

り
ま
す
。

り
、
翌
年
か
ら
土
地
の
固
定
資
産
税
が
上
が
り

ま
す
。
ま
た
、
併
用
住
宅
の
増
改
築
な
ど
で
居

住
部
分
の
面
積
に
変
更
が
あ
る
場
合
も
、
翌
年

の
土
地
の
固
定
資
産
税
が
増
減
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
建
物
の
取
り
壊
し
や
増
改
築
な
ど
を
お
考
え

の
時
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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子 て育 を
～ 市内の子育 て支援情報 ～

問合せ　こども未来課　33-8721

1
つ
ど
い
の
広
場

3
病
児
・
病
後
児
保
育

4
子
育
て
短
期
支
援
事
業

2
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

市
内
で
活
動
中
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

　
乳
幼
児（
主
に
０
～
３
歳
）と
そ
の
保
護
者
が
気
軽
に
集
え
る
ス
ペ
ー

ス
で
、
開
設
時
間
内
の
好
き
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。
子
育
て
の
不

安
解
消
や
情
報
交
換
な
ど
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
病
気
や
病
気
回
復
時
の
お
子
さ
ま
を
お
預
か
り
し
、
専
任
の
看
護
師

や
保
育
士
が
看
護
保
育
を
行
い
ま
す
。
事
前
に
、
こ
ど
も
未
来
課
ま
た

は
実
施
施
設
で
登
録
が
必
要
で
す
。

実
施
施
設

　
保
護
者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
養
育
が
困
難
と

な
っ
た
お
子
さ
ん
を
、
児
童
養
護
施
設
な
ど
で
お
預
か
り
し
ま
す
。
事

前
に
、
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課
で
の
登
録
が
必
要
で
す
。

　
６
つ
の
保
育
園
に
併
設
し
て
あ
り
、
０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者
が
自
由
に
遊
べ
、
育
児
情
報
の
交
換
や
相
談
な
ど
が

で
き
る
場
所
で
す
。
専
任
の
保
育
士
な
ど
が
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
親

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
プ
ラ
ザ 

す
く
す
く

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

こ
ど
も
プ
ラ
ザ 

わ
く
わ
く

つ
ど
い
の
広
場 

ぽ
け
っ
と

〈
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
八
代
店
２
階
〉

〈
イ
オ
ン
八
代
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
２
階
〉

〈
振
興
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
２
階
〉

火
・
水
・
金
・
土
曜
日

月
・
火
・
水
・
木
・
金
曜
日

月
・
水
・
金
曜
日

☎
32
０
４
０
４

☎
30
７
１
４
０

☎
67
３
５
１
１

午
前
10
時
～
午
後
４
時

午
前
10
時
～
午
後
４
時

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
疾
病
、
出
産
、
看
護
、
事
故
、
災
害
、
冠
婚
葬
祭
、
出
張
、
公
的
事
業
へ

の
参
加
な
ど
の
場
合
や
経
済
的
理
由
で
緊
急
一
時
的
に
母
子
の
保
護
が
必
要

な
場
合
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
宿
泊
も
可
能
で
す
。
利
用
期
間
は
原
則
７

日
間
以
内
。
た
だ
し
、
仕
事
が
理
由
の
場
合
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
時
間･･･

午
前
７
時
30
分
～
午
後
６
時

そ
の
他･･･

お
盆
、
年
末
年
始
、
祝
日
を
除
く

　
保
護
者
が
仕
事
な
ど
の
理
由
で
夜
間
や
休
日
に
不
在
と
な
り
、
家
庭
で
児

童
を
養
育
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。
宿
泊

は
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
児
童･･･

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
０
～
18
歳

実
施
施
設･･･ 

八
代
乳
児
院（
２
歳
未
満
）、八
代
ナ
ザ
レ
園（
２
歳
以
上
）

※
午
後
３
時
～
４
時
は
個
別
相
談
対
応
の
み

※
午
後
３
時
～
４
時
は
個
別
相
談
対
応
の
み

開
設
日

開
設
日

開
設
日

問
合
せ

問
合
せ

問
合
せ

開
設
時
間

開
設
時
間

開
設
時
間

北
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

南
部
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

千
丁
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

鏡
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
名

し
ら
ぬ
い
保
育
園

ひ
の
で
保
育
園

千
丁
み
ど
り
保
育
園

高
田
東
部
保
育
園

文
政
保
育
園

八
代
ひ
ま
わ
り
保
育
園

設
置
場
所

高
小
原
町

三
江
湖
町

千
丁
町

豊
原
上
町

鏡
　
町

井
上
町
住
所

34
１
０
５
６

33
２
３
９
３

46
０
０
８
８

31
７
４
６
８

52
１
２
１
９

34
７
０
０
８

電
話
番
号

病
児
・
病
後
児
ハ
ウ
ス 

ひ
か
り

キ
ッ
ズ
ケ
ア
ホ
ー
ム

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム

施 

設 

名

新
地
町
１-

20-

２

（
八
代
ひ
か
り
保
育
園

 

正
門
横
）

横
手
新
町
７-

18

谷
口
ハ
イ
ツ
２
０
１
号

郡
築
12
番
町
71-

２

（
八
代
乳
児
院
内
）

所 

在 

地

33
５
３
９
１

32
０
５
４
４

37
２
２
２
７

電
話
番
号

月
～
金
曜
日

月
～
土
曜
日

月
～
金
曜
日

利
用
日

http://attaka.city.yatsushiro.kumamoto.jp/HP アドレス



  9 Yatsushiro 2015. 5

結婚から子育てまでの総合的なホームページ『やつしろ　  あったかねっと』を４月から開設しています。
結婚、妊娠・出産、子育てに関する制度や手続きの情報、　保育園・学校などの施設の紹介などを掲載しています。お知らせ、イベント情報も随時更新しています。

年齢別や目的別、施設情報からの検索／     子育てに関する民間の子育てサークルなどの検索
校区ごとの施設情報の検索／イベントカ　  レンダーや子育てガイドブックの掲載スマートフォンやタブレットにも対応

子楽しく 安 心して

～ 市内の子育 て支援情報 ～

5
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

7
電
話
で
の
相
談

6
市
内
で
活
動
中
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル

子
育
て
に
関
す
る
相
談

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談

　
会
員
同
士
が
育
児
を
助
け
合
う
組
織
で
す
。
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
人
を
「
利
用
会
員
」、援
助
を
行
い
た
い
人
を
「
提
供
会
員
」
と
い
い
、

両
方
を
兼
ね
る
「
両
方
会
員
」
も
あ
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
会
員

相
互
の
連
絡
調
整
を
行
い
、
援
助
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
会
員
と
な
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。

提
供
会
員
に

な
る
た
め
の

サ
ポ
ー
タ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
子
育
て
支
援
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
安
全
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ

と
が
で
き
る
満
20
歳
以
上
の
健
康
な
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
全
日
程
の
受
講
が
基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
部
都
合
が
つ
か
な

い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
提
供
会
員
と
し
て
の
活
動
は
、
受
講
後
に
会
員
証
を
受
け
た
後
か
ら

に
な
り
ま
す
。

5月31日㈰ 5月28日㈭ 5月25日㈪ と
き9：00～17：00 9：00～17：00 9：00～17：00

太田郷公民館
会議室

千丁支所
会議室

千丁支所
会議室

と
こ
ろ

・
子
ど
も
の
健
康

・
小
児
看
護
の
基
礎
知
識

・
心
の
発
達
過
程
と
か
か
わ
り
方

・
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
理
解

・
援
助
活
動
に
備
え
て

・
子
ど
も
の
栄
養
と
食
生
活

・
活
動
会
員
の
事
例
発
表

・
子
ど
も
の
事
故
と
安
全

・
事
業
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に

・
子
ど
も
の
身
体
の
発
育
と
発
達

・
子
ど
も
の
暮
ら
し
と
ケ
ア

・
保
育
の
心
と
子
育
て
支
援
の
現
況

・
預
か
り
に
お
け
る
子
ど
も
の
遊
び

内
　
　
容

講 習 日 程 こ
ん
な
と
き
は 

フ
ァ
ミ
サ
ポ
を

・残
業
の
と
き
な
ど
に
保
育
園
や
学
童
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
お
迎
え
や
そ
の
後 

  
の
預
か
り
を
し
て
ほ
し
い
。

・
病
院
や
美
容
院
な
ど
用
事
を
済
ま
せ
る
間
、
預
か
っ
て
ほ
し
い
。

こ
ど
も
未
来
課
　
☎
33
８
７
２
１

こ
ど
も
未
来
課
　
　
☎
33
８
７
２
１

八
代
児
童
相
談
所
　
☎
32
４
４
２
６

市
民
相
談
室
（
家
庭
児
童
相
談
員
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
33
４
４
５
２

申 込 み ・ 問 合 せ

問 合 せ

市ファミリーサポートセンター  ☎ 32-0404
（事務局：こどもプラザすくすく内 　10:00～18:00 、日・木は休み）
こども未来課　☎ 33-8721

八代子育てサークルネットワークレインボー ☎ 35-3909 （やつしろ子ども劇場内）

5 月 22 日㈮まで

八
代
子
育
て
サ
ー
ク
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

レ
イ
ン
ボ
ー

おっぱい倶楽部

楽しい母乳育児をす
るために、母乳が出る
しくみを学びます。

毎月最終土曜日
10:00～12:00
八千把公民館

親子でリズム体操や
季節の行事、公園遊び
などを楽しみます。

毎週金曜日
10:30～12:00
八千把公民館
090-8400-0157

090-4519-7584

090-2850-6813 34-2798

35-3909

きららくらぶ

０歳児を初めて育て
るママのための「絆・
仲間・学び」ＢＰプ
ログラム

ＮＰやつしろ

ストレッチや親子遊
びを組合せながら、
３Ｂ体操をします。

毎週金曜日
10:00～11:30
松高公民館

親子３Ｂ体操
～kizunaちゃん～

おもちゃの病院（消
毒・修理）ボランティ
ア、障がい児の親の
会への支援、県内の
おもちゃ図書館の情
報収集・提供を行っ
ています。

八代なかよし

観劇、子育て学習、お
楽しみ会などをして、
文化との出会いを大
切にしています。

毎週月･水･金曜日
10:00～16:00
子どもの城（本町4丁目）

やつしろ子ども劇場おもちゃ図書館
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人権擁護委員は
あなたの街の相談パートナー

6
月
1
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

人
権
擁
護
委
員
と
は

ど
ん
な
こ
と
を
相
談
で
き
る
の

ど
ん
な
人
が
人
権
擁
護
委
員
に
な
る
の

主
な
活
動
内
容

　

人
権
擁
護
委
員
法
が
昭
和
24
年
6
月
1
日
に

施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
同
日
を

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
に
基
づ
き
人
権
相
談

を
受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め
る
活
動
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
解
決
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
者
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
全
国
で
約

１
万
４
千
人
が
、
市
内
で
は
20
人
が
活
動
し
て

い
ま
す
。

※
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在

・
高
齢
者
へ
の
虐
待

・
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル

・
学
校
や
職
場
で
の
い
じ
め

・
女
性
や
外
国
人
に
対
す
る
差
別

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
誹ひ

ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い

る
人
や
元
公
務
員
の
人
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴

の
人
が
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
市
町
村
長
が
委
員
に
ふ
さ
わ
し
い
候

補
者
を
選
び
、
議
会
の
意
見
を
聞
い
た
う
え
で
、

法
務
局
へ
推
薦
。
そ
の
後
、
法
務
局
が
弁
護
士

会
な
ど
に
意
見
を
求
め
て
検
討
し
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
常
設
・
特
設
相
談

　

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
セ
ク
ハ
ラ
、
児
童
虐

待
・
Ｄ
Ｖ
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

常
設
の
相
談
所
で
は
、
面
接
や
電
話
に
よ
る

相
談
を
行
い
、
市
役
所
本
庁
や
各
支
所
な
ど
で

開
設
す
る
特
設
の
相
談
所
で
は
、
面
接
に
よ
る

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
人
権
相
談

②
「
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」

　

電
話
で
は
相
談
し
に
く
い
、
勇
気
が
い
る
な

ど
と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち
に
配
慮

し
た
手
紙
に
よ
る
人
権
相
談
で
す
。
小
中
学
生

に
「
子
ど
も
の
人
権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を

配
布
し
、
届
い
た
手
紙
に
対
す
る
返
事
を
送
付

し
た
り
、
緊
急
の
場
合
に
は
関
係
機
関
と
連
絡

を
取
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

●
人
権
啓
発
活
動

③
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　
次
代
を
担
う
中
学
生
が
日
常
生
活
で
得
た
体

験
を
作
文
に
す
る
こ
と
で
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を

身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

④
施
設
訪
問
活
動

　
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
出
向
き
、
啓
発
劇
な

ど
を
行
う
と
と
も
に
、
人
権
相
談
な
ど
に
応
じ

て
い
ま
す
。

②
人
権
教
室

　
小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
な
ど
を
訪
れ
、
手
作

り
紙
芝
居
や
人
形
劇
な
ど
を
通
し
て
、
相
手
を

思
い
や
る
優
し
い
気
持
ち
を
育
て
て
い
ま
す
。

①
人
権
の
花
運
動

　
小
学
生
な
ど
を
対
象
に
花
の

種
子
や
球
根
な
ど
を
配
布
し
、
協
力
し
て
草
花

を
育
て
る
こ
と
で
「
い
の
ち
の
大
切
さ
」
や
「
相

手
へ
の
思
い
や
り
」
な
ど
、
人
権
尊
重
思
想
を

育
み
、
情
操
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

●
人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済

　
被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」
と
い

う
申
告
を
受
け
た
場
合
、
法
務
局
の
職
員
と
協

力
し
て
人
権
侵
犯
事
件
の
調
査
・
救
済
に
当
た

り
ま
す
。
ま
た
、
当
事
者
の
主
張
な
ど
を
調
整

し
て
、円
満
な
解
決
を
図
る
こ
と
も
行
い
ま
す
。 

　　　　問合せ　熊本地方法務局八代支局　☎３２－２６５４
　　　　　　　　人権政策課　　　　　　　☎３０－１７１１

氏　　名  住　　所
菊川 保之  松崎町
佐藤 タエ 日奈久塩南町
寺田 公子  古閑中町

長廣 嘉代子  築添町
中村 正義  豊原下町
橋口 邦憲  宮地町

福島 ヒサ子  松江町
本田 京子  植柳新町

水野 潤一郎  高植本町
萼
はなぶさ

    珠美  坂本町坂本
宮﨑 広美 坂本町西部
伊藤 公

た だ あ き

明 千丁町吉王丸
上田　 護 千丁町古閑出
河崎 祥子 鏡町下有佐
廣松 泰子 鏡町貝洲
村﨑 公生 鏡町鏡村

太江田 久子 東陽町南
吉田 和人 東陽町南
上田 優子 泉町下岳
竹村 博文 泉町栗木

あなたの街の
人権擁護委員

※任期の関係で変更する場合あり

と　き
毎週月・水・金曜日
午前 9 時～午後 4 時

ところ 熊本地方法務局八代支局
相談員 人権擁護委員、法務局職員

日付
・場所

  6/  1㈪ 市役所本庁・各支所
10/  7㈬ 鏡支所
10/21㈬ 坂本支所
11/  4㈬ 泉支所
12/10㈭ 市役所本庁
  1/13㈬ 千丁支所
  1/20㈬ 定住センター（東陽）

時　間 午前 10 時～午後 3 時
相談員 人権擁護委員

＜常設人権相談所＞

＜特設人権相談所＞

＜人権・心配ごと相談所＞

と　き
毎月第 1 金曜日
午前 10 時～午後 3 時

ところ 市役所本庁市民相談室
相談員 人権擁護委員

　人間関係や近所付き合いなどで悩み、困っているけれど、誰に相談し
たらいいか分からない。そんなときは人権擁護委員にご相談ください。
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　切下げ箇所と幅は、１住宅につ
き１箇所で４ｍです。
　地形により考慮可能な場合があ
りますので、道路の管理者へご相
談ください。

歩道切下げ工事後

道路上に置かれた乗り入れ
ブロック

剪 定 前

剪 定 後

道
路
周
辺
の
樹
木
剪
定
の
お
願
い

乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
撤
去
の
お
願
い

樹
木
の
所
有
者
は
剪
定
・
伐
採
な
ど
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
道
路
上
の
乗
り
入
れ
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
は
事
故
の
原
因
と
な
り
危
険
で
す
。

全
て
の
人
が
安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
撤
去
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
樹
木
が
は
み
出
し
て
い
る
と

・
車
や
歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
、
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

・
信
号
や
道
路
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
が
見
え
に
く
く
な
り
、
交
通
事
故
を
引
き
起
　

　
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

・
害
虫
な
ど
の
発
生
に
よ
り
歩
行
者
や
周
囲
へ
被
害
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
自
宅
へ
の
自
動
車
な
ど
乗
り
入
れ
の
た
め
、
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
や
鉄
板

に
よ
る
事
故（
歩
行
者
の
つ
ま
づ
き
や
バ
イ
ク
の
転
倒
な
ど
）が
発
生
す
る
と
、設
置
者（
所

有
者
や
使
用
者
）
の
責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
歩
道
の
切
下
げ
（
段
差
解
消
）
が
必
要
な
場
合
は
、
道
路
の
管
理
者
（
左
記
申
請
先
）

へ
申
請
し
、
許
可
を
受
け
た
後
で
工
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
工
事
費
用
は
申
請
者

負
担
）。

安
心
・
安
全
な
道
路
に

《
申
請
先
》
市
管
理
道
路
は
　
市
役
所
土
木
課
☎
33
４
１
２
１
、
各
支
所
建
設
地
域
事
務
所

県
道
（
市
内
の
国
道
２
１
９
号
、４
４
３
号
、４
４
５
号
を
含
む
）
は

県
南
広
域
本
部
土
木
部 

維
持
管
理
課
☎
33
４
１
６
６

国
道(

市
内
の
国
道
３
号)

は
国
土
交
通
省 

八
代
維
持
出
張
所
☎
32
４
２
７
１

問
合
せ

土
木
課
　
33
４
１
２
１
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取り組みの方向性

八代市地域公共交通網
形成計画を策定しました

問合せ　企画政策課　☎３３－４１０４

　今後の公共交通のあり方を検討し、取り組みの方向性などを定めた
交通の総合的な計画を策定しました。

　

自
家
用
車
の
利
用
拡
大
や
人
口
減
少
な
ど
に
伴
い
、
公
共
交
通
の
利

用
者
数
は
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
急
速
に
進
展
す
る

高
齢
化
社
会
な
ど
、
公
共
交
通
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
今
後
ま
す
ま
す

大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
民
の
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
づ
く
り
に
向
け
た
、

交
通
の
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
す
る

に
は
、
行
政
や
事
業
者
だ
け
で
な

く
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
公
共
交
通

を
身
近
な
も
の
と
し
て
感
じ
、
大

切
に
守
っ
て
い
く
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
詳
細
は
、
八
代
市
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画（
概
要
版
）を
市
役

所
本
庁
情
報
プ
ラ
ザ
や
各
支
所
、

各
出
張
所
、
公
民
館
な
ど
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
同
計
画
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き

た
い
場
合
は
「
ま
ち
づ
く
り
出
前

講
座
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
共
交
通
の
あ
り
方

八
代
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画（
概
要
版
）を
設
置

　

市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
利

用
者
数
の
割
合
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
の
4
年
間
で
約
3
割
減
少
。

一
方
で
財
政
負
担
額
の
割
合
は
約

5
割
増
加
す
る
な
ど
、
非
常
に
厳

し
い
状
況
で
し
た
。

　

平
成
22
年
10
月
、
バ
ス
路
線
の

抜
本
的
な
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、

市
街
地
循
環
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
導
入
・
運
行
を
実
施
。
公
共
交

通
の
利
用
者
数
の
割
合
は
微
増
傾

向
を
示
し
ま
し
た
が
、
再
び
減
少

傾
向
に
転
じ
て
お
り
、
近
年
、
事

業
者
の
赤
字
運
行
に
係
る
市
の
財

政
負
担
額
も
再
編
前
に
近
い
水
準

ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
の
利
用
者
数
と

財
政
負
担
の
推
移（
左
図
）

0

885

132

162

197

795

H18年度 H20年度 H22年度 H24年度 H26年度

772
699

626
646 661 657 596

24

22

27

23

27

23

27

23
400

0

乗合タクシー利用者数

路線バス財政負担額

財政負担計

バス利用者数
乗合タクシー財政負担額

50

100

150

200

800

1200

1600

〇バス路線再編
〇市街地循環バス運行開始
〇乗合タクシー運行開始

財政負担額
（百万円／年）

利用者数
（千人／年）

約5割増加

約3割減少

169
151

129 140
146

164163 169

187

138

拠点の機能を維持・
強化する公共交通

地域の特性や位置づ
けに応じた公共交通

拠点間の連携を強化
し、交流を促進する

公共交通

地域づくりの土台と
なる持続可能な公共

交通

より多くの市民などへ
の公共交通サービスの

提供

中心拠点内の回遊行動
の促進

拠点への外出機会の増大

拠点間交流の活発化

公共交通の持続可能性
の向上

＜ 基本方針 ＞＜ 目標 ＞「まちづくり」の視点
に基づく公共交通の役
割分担の明確化

公共交通の利用需要と
サービス水準のバラン
スの改善

移動ニーズを踏まえた
利便性の向上

公共交通不便地域への
対応

交通結節点における乗
り継ぎ利便性の向上

公平性にも配慮した運
賃設定の見直し

地域が一丸となって公
共交通を支える仕組み
づくり
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人
事
課 

宛

《前期日程》

≪試験案内・申込書≫
■来所による入手

≪申込み・問合せ≫
　左図の要領で請求してください。
■郵送による請求

■インターネットによる入手

　試験案内・申込書は、本庁総合案内所（1 階）、人事課（２階）、
および各支所地域振興課、各出張所で配布します。配布日時は、
祝日を除く月曜日から金曜日までの午前 8 時 30 分から午後 5
時 15 分までです。

　試験案内・申込書は、市のホームページから
　http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/

　〒 866-8601　八代市松江城町 1-25
　八代市役所総務部人事課　☎ 33-4102（直通）
　※申込みは、各支所地域振興課でも受付けます。

予算採 用

（注）：「試験区分」欄の大卒程度とは、試験問題の内容が大学卒業程度であることを示すものです。
※各職種の受験資格、試験内容など詳細については、「試験案内」で確認してください。
※第 1 次試験日が異なる場合であっても、併願はできません。
※後期日程（高卒程度など）については、広報やつしろ 7 月 1 日号と市ホームページでお知らせします。

試験区分 職　　種 採用予定 年齢要件

大 
卒 
程 
度 
（注）

事 務 職 13人程度 昭和60年4月2日 ～ 平成6年4月1日

技 術 職

土  木 3 人程度

昭和60年4月2日 ～ 平成8年4月1日

建  築 1 人程度

電  気 1 人程度

機  械 １人程度

水  産 1 人程度

免許資格職 学芸員 
（美術史・文化史） １人程度 昭和60年4月2日 ～ 平成6年4月1日

第１次 
試験日

事務職
6 月 28 日㈰

水産（技術職）

上記以外の職種 7 月 26 日㈰

試験案内申込書 5月1日㈮から配布

申込受付期間 5月11日㈪ ～ 6月5日㈮

平成 27 年度 八 代 市 職 員 募 集

広　　告
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　「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

　
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
八
代
市
に
愛
着
が
あ
り
、
安
心
し
て
住
み
や
す

い
“
ま
ち
”
に
し
た
い
。」
こ
の
よ
う
な
市
民
と
行

政
の
共
通
の
目
標
実
現
の
た
め
に
は
、
行
政
主
導
の

ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
市
民
自
身
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め

に
「
八
代
市
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
研
究
会
委

員
」
を
３
人
程
度
募
集
し
ま
す
。

内
　
容

 

・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ

 

・
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
市
民
参
加
方
法

を
考
え
る

 

・
協
働
推
進
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討
す
る

 

・
今
後
の
取
り
組
み
の
た
め
の
意
見
を
ま
と
め
る

任
　
期　

28
年
３
月
末
日
ま
で

対
　
象　

４
月
１
日
現
在
、
満
20
歳
以
上
で
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
通
学
し
て
い
る
、
平
日
の
午
後
７

時
か
ら
約
２
時
間
の
会
議
に
月
１
回
程
度
出
席
で

き
る
人
（
６
回
予
定
）

謝
　
礼　

１
回
２
０
０
０
円
（
交
通
費
支
給
な
し
）

決
定
方
法　

公
募
委
員
選
考
委
員
会
で
選
考

申
込
み　

５
月
22
日
㈮
必
着
、
所
定
の
応
募
用
紙
で

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２
へ

　
ま
ち
づ
く
り

　
八
代
市
が
ま
だ
し
も
ん
応
援
事
業 

募
集

　（
市
民
・
行
政
提
案
型
協
働
事
業
）

　

地
域
の
課
題
や
問
題
解
決
の
た
め
に
、
市
民
団
体

の
特
性
を
活
か
し
た
解
決
策
を
提
案
し
て
も
ら
い
、

市
と
市
民
団
体
が
協
働
し
て
地
域
の
課
題
解
決
の
た

め
の
取
り
組
み
を
行
う
事
業
で
す
。
豊
か
な
発
想
を

活
か
し
た
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

提
案
の
対
象
と
な
る
事
業

・
市
内
で
実
施
す
る
公
益
的
事
業
で
、
市
と
協
働

す
る
こ
と
で
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
事
業

・
新
規
事
業
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
る
事
業

・
市
民
（
団
体
）
の
先
駆
性
や
専
門
性
を
活
か
し

た
事
業

　

事
業
は
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

〇
市
民
提
案
型
協
働
事
業
は
、
団
体
が
地
域
の
課
題

解
決
の
た
め
に
市
と
と
も
に
実
施
す
る
提
案
事
業

で
、
課
題
を
ど
の
よ
う
な
事
業
や
手
法
で
解
決
す

る
か
を
提
案
す
る
も
の
で
す
。

〇
行
政
提
案
型
協
働
事
業
（
テ
ー
マ
：
地
域
人
材
の

育
成
）
は
、
市
民
活
動
団
体
や
地
域
協
議
会
な
ど

の
情
報
の
共
有
化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
地

域
人
材
の
育
成
の
た
め
に
、
各
団
体
の
構
成
員
な

ど
を
対
象
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養
成
研

修
会
（
年
５
回
以
上
）
や
情
報
交
換
会
を
開
催
す

る
も
の
で
す
。

対
象
団
体　
「
八
代
市
市
民
活
動
団
体
」に
登
録
し
て

い
る
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
公
益
法
人
、
地
域
協

議
会
、
自
治
会
な
ど
で
次
の
要
件
を
満
た
す
団
体

・
構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
市
内
で
１
年
以
上
の

活
動
実
績
が
あ
る

・
定
款
、
規
則
な
ど
が
あ
り
、
会
計
処
理
が
適
正

で
あ
る

・
活
動
の
目
的
が
宗
教
、
政
治
に
関
す
る
も
の
で

な
い

市
が
負
担
す
る
額　

１
事
業
あ
た
り
50
万
円
以
内

※
た
だ
し
、
対
象
経
費
は
協
働
事
業
実
施
に
か
か
る

経
費
の
み
で
、
市
が
設
定
す
る
積
算
基
準
に
よ
り

算
定
し
た
額
以
内
と
し
ま
す
。

申
込
み　

市
民
活
動
政
策
課
、
各
支
所
、
出
張

所
、
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
す
る
必

要
書
類
に
記
入
し
、
５
月
15
日
㈮
必
着
で
市
民

活
動
政
策
課
（
本
庁
３
階
）
☎
33
４
４
８
２
へ 

Gshim
inkatsu@

city.yatsushiro.lg.jp

　
男
女
共
同
参
画
情
報
誌

　
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

男
女
が
と
も
に
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
年
に
１
回
、
男
女
共
同
参
画
に

関
す
る
情
報
誌
「
Ｍ
ｉ
☆
Ｒ
ａ
ｉ
」
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
文
章
を
書
く
こ
と
が
好
き
な
人
、
編
集
経
験

は
な
い
け
ど
興
味
が
あ
る
人
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
に
少
し
で
も
関
心
が
あ
る
人
、
あ
な
た
の
感

　
新
市
誕
生
　
周
年
記
念

　
市
民
活
動
特
別
支
援
事
業 

提
案
募
集

　

新
市
誕
生
10
周
年
を
地
域
で
盛
り
上
げ
未
来
に
向

け
た
新
た
な
出
発
点
と
な
る
よ
う
な
提
案
事
業
に
対

し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
の
で
、応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

５
月
15
日
㈮
ま
で

対
　
象　

市
内
に
主
た
る
事
務
所
か
活
動
場
所
を
有

す
る
市
民
活
動
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、公
益
法
人
、

自
治
会
、
企
業
な
ど
で
、
市
が
設
定
す
る
条
件
を

満
た
す
も
の
。

補
助
金
額　

1
団
体
あ
た
り
上
限
20
万
円
（
総
額

１
０
０
万
円
）

事
業
期
間　

補
助
金
交
付
決
定
か
ら
28
年
2
月
末
ま

で
※
募
集
要
領
や
申
込
書
は
企
画
政
策
課
や
各
支
所
、

出
張
所
、
公
民
館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
く

だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
☎
33
４
１
０
４

10

↖

医療法人社団　優林会

広　　告
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住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
設
置
費
補
助
金

　

市
民
に
よ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
促
進
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
対
し
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。※
工
事
着
工
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
額　

太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
１
㎾
あ

た
り
１
万
５
０
０
０
円
（
上
限
５
万
円
）

※
市
内
業
者
と
工
事
請
負
契
約
締
結
の
場
合
、
さ
ら

に
定
額
３
万
円
を
上
乗
せ
。

対
　
象　

①
市
内
に
居
住
か
居
住
予
定
で
、
申
請
者

自
身
が
居
住
す
る
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を
新
設
す
る

②
電
力
会
社
と
太
陽
光
か
ら
の
余
剰
電
力
受
給
契

約
を
結
ぶ
③
世
帯
員
全
て
に
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

　
　
県
職
員
・
警
察
官
の
採
用
試
験

　職
　
種　

　

県
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
・
免
許
資
格
職
）

　

県
職
員
（
民
間
企
業
な
ど
経
験
者
対
象
）

　

警
察
官
（
警
察
官
Ａ
）

申
込
受
付
期
限　

県
職
員
：
５
月
15
日
㈮
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

警
察
官
：
５
月
22
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
７
３
３

　
環
　
境

　
　
や
つ
し
ろ
緑
の
カ
ー
テ
ン

　
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集

応
募
部
門

市
民
部
門
（
最
優
秀
賞
１
点
・
優
秀
賞
２
点
・
入
賞
）

学
校
部
門
（
最
優
秀
賞
１
点
・
入
賞
）

団
体
部
門
（
最
優
秀
賞
１
点
・
入
賞
）

対
　
象　

市
内
居
住
の
個
人
で
、一
般
住
宅
な
ど
に
、

ごみ非常事態宣言継続中

問合せ　廃棄物対策課☎34-1997

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H26年3月 1,450ｔ 444ｇ
H27年3月 1,441ｔ 445ｇ
比 較 －9ｔ 1ｇ

期 間 燃えるごみの
収集量

1人1日当たりの
燃えるごみの量

H21年8月～ 22年 7月 19,127ｔ 490ｇ
H26年4月～ 27年 3月 17,520ｔ 458ｇ
比 較 －1,607ｔ － 32ｇ

家庭ごみ収集量の前年比較　（人口変動あり）

家庭ごみ収集量の「ごみ非常事態宣言前」との比較

　
職
員
任
用

　
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

　
干
潟
観
察
会
　
参
加
者
募
集

と
　
き　

５
月
17
日
㈰　

午
後
１
時
～
３
時

　

※
悪
天
中
止

集
　
合　

緒
方
印
刷
所
「
海
の
家
」（
大
島
町
）

観
察
場
所　

大
島
干
潟

内
　
容　

干
潟
に
つ
い
て
の
学
習
会
、
生
き
物
の
観

察
参
加
費　

無
料

定
　
員　

先
着
50
人

申
込
み　

５
月
13
日
㈬
ま
で
環
境
課
☎
33
４
１
１
４

　
　
老
朽
危
険
空
き
家
等
除
却
促
進
事
業

　　

老
朽
化
し
危
険
な
空
き
家
を
放
置
し
て
、
近
隣
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
、
老
朽
危
険

空
き
家
の
除
却
を
促
進
す
る
た
め
、
解
体
を
行
う
人

に
そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
　
象　

老
朽
化
し
危
険
な
住
宅
の
空
き
家
（
事
前

調
査
に
よ
る
判
定
が
必
要
で
す
）

補
助
金
額　

補
助
対
象
工
事
費
の
３
分
の
２
（
上
限

60
万
円
）

予
定
数　

30
戸
（
先
着
順
）

性
や
発
想
を
カ
タ
チ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽

に
応
募
く
だ
さ
い
。

作
業
内
容　

掲
載
記
事
の
企
画
・
編
集
・
校
正
・
取

材
な
ど

募
集
人
員　

５
人
程
度
（
年
齢
・
性
別
不
問
）

謝
　
礼　

あ
り

募
集
期
限　

５
月
29
日
㈮
ま
で

問
合
せ　

人
権
政
策
課
男
女
共
同
参
画
推
進
室
☎

30
１
７
０
１ 

G gender-equal@city.yatsushiro.lg.jp

受
　
付　

５
月
18
日
㈪
～
29
日
㈮　

建
築
指
導
課

■
事
前
説
明
会

対
象
者　

事
業
利
用
希
望
者
や
解
体
工
事
請
負
業
者

な
ど

と
　
き　

５
月
８
日
㈮　

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
５
階
大
会
議
室
Ａ

問
合
せ　

建
築
指
導
課
☎
33
４
７
５
０

つ
る
性
植
物
を
使
っ
て
、
平
成
27
年
度
に
設
置
さ

れ
た
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

応
募
方
法　

９
月
25
日
㈮
必
着
で
、
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
３
枚
を
添
え
て
、
市
環

境
課
へ
持
参
、
郵
送
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
※
応
募
要
領
や
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、市
役
所
、支
所
、公
民
館
、市
内
一
部
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配
布
中
。
参
加
賞
も
あ
り
。

問
合
せ　

環
境
課
☎
33
４
１
１
４

広　　告



　　

♥妊婦さんへ思いやりを

思いやりある
心 遣 い をお願
いします。

右下のマタニティマー
クをつけている人は、
妊婦さんです。

「電車などで席を譲る」 
「タバコは控える」など、

月 M o n 火 T u e 水 W e d 木 T h u 金 F r i 土 S a t日 S u n
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5月 市民カレンダー

20 21

急病のときは
● 夜間急病
　八代市夜間急患センター☎31-6999 をご利用ください。
　（平山新町、国道3号沿い：中九州短期大学となり、八代市医師会立病院内）
　 診療科目：内科、小児科、外科、整形外科
　 診療時間：月曜から土曜の 19:00 ～ 22:00

★小児科は、日曜・祭日も診療を行います。 5月連休、年末年始は休診。

　☎32-7200（八代保健センター）☎52-5277（鏡保健センター）

こども発達相談
　子育てしていく上での困り感（言葉が出ない、
落ちつきがないなど）のある人は、ご相談くださ
い。必要に応じて、心理相談員が相談に応じます。

　　　5月14日㈭　　  9:00 ～ 12:00
             5月25日㈪　　13:30 ～ 16:30
　　  要予約：八代保健センター☎32-7200

こころの健康相談
　眠れないなどストレスによるこころの不調やう
つ病などに悩んでいませんか。心理士による無料
のこころの健康相談を行います。

ご相談ください

火 災 情 報

● 火災情報テレホンサービス
　☎ 0180-999-194
　http://fd.yatsushiro.jp/

● 火災救急件数
　　（4月末日現在）
　火　災　　　 　９件
　救　急　１， ５０８件    

3月末日現在
人　口　 130,911 人
　男　　　60,881 人
　女　　　70,030 人
世帯数  　 54,309 戸

● 小児救急電話相談　（19:00 ～ 24:00）
   お子様の急病には ＃8000 番（ダイヤル回線の場合
　☎096-364-9999）をご利用ください。

納 税 情 報
     ● 今月の納税　  納期限　6 月 1 日㈪
固定資産税 1 期 ／ 軽自動車税 1 期 / 国民健康保険税 2 期

● 夜間納税窓口開設 （実施日はカレンダー内に表示）
　 場　 所  ：市役所本庁１階納税課　　

※安全、便利、確実な口座振替に加入しましょう
問合せ　納税課 ☎33-4109

　納付場所：本庁、各支所、各出張所、市内の各銀行、信用組合、
                    信用金庫、労働金庫、農業協同組合、九州管内の
                    ゆうちょ銀行・郵便局（沖縄を除く）

休日在宅当番医

振替休日こどもの日みどりの日憲法記念日

毎週火曜日
受付　9:45～10:00

＜八代保健センター＞
※ただし連休期間中は5/7㈭
　に実施

母子健康手帳交付

夜間納税窓口  17:15～19:00

夜間納税窓口  17:15～19:00

夜間納税窓口  17:15～19:00

夜間納税窓口  17:15～19:00

毎月１1日は
人権を確かめ合う日

資源の日 日曜日版

資源の日 日曜日版

※休日在宅医は、変更になる場合があります。受診の際は、事前
にテレホンサービスで確認し、当番医に連絡をお願いします。

　八代市医師会☎34-7001  八代郡医師会☎52-2233

八代歯科医師会口腔保健センター（上野町、旧県道沿い）
診療時間　日曜・祝祭日の 10:00 ～ 16:00

★ 休日歯科診療 ☎31-8020

ゴールデンウィークのごみ収集・施設受付

5月12・26日      14:00 ～ 16:00
要予約：八代保健所☎33-3229

精 神 保 健 相 談
　心の健康に関する相談（眠れない、意欲がないな
ど）や精神疾患（うつ病、統合失調症など）につい
て、精神科の専門医師による無料相談を行います。

《問合せ先》八代市保健センター☎32-7200
                    八代市鏡保健センター☎52-5277

 《問合せ先》廃棄物対策課（清掃センター内）☎32-4675  
 または各支所市民サービス係 ／クリーンセンター☎62-3304

日 診療時間 病院名 町名 電話番号

3
日

9:00

22:00

開 　 病 　 院 新 地 町 32-4990
日置町クリニック（旧：原内科） 日 置 町 31-5757
八代中央クリニック 永 碇 町 32-8008

9:00

17:00

大平小児科医院 迎 町 1 31-7200
松 村 眼 科 医 院 鏡　町 52-0131
松　本　医　院 鏡　町 52-0330

4
日

9:00

22:00

後藤胃腸科肛門科クリニック 迎 町 2 33-2661
ちりふ内科（小学生以上可） 豊原中町 32-6000
ふくとみクリニック 花 園 町 33-2913

9:00

17:00

和田小児科医院 大手町２ 32-2755
福田外科整形外科クリニック 鏡　町 52-0840
伊　藤　医　院 氷 川 町 52-8091

5
日

9:00

22:00

久原外科胃腸科医院 植柳上町 35-1161
浜田呼吸器科内科クリニック（小児も可） 大 村 町 31-7622
保元内科クリニック 永 碇 町 34-3141

9:00

17:00
名和小児クリニック 鏡　町 52-7800
稲 毛 整 形 外 科 医 院 鏡　町 52-1715

6
日

9:00

17:00

岡　村　医　院 横手新町 39-5665
くわはら小児科 植柳上町 32-5000
八 代 敬 仁 医 院 海士江町 34-7911
稲 生 産 婦 人 科 内 科 氷 川 町 62-2008
宮城循環器内科 千 丁 町 46-0007

10
日

9:00

17:00

長谷川整形外科医院 海士江町 35-3125
まきたクリニック（小児も可） 竹 原 町 45-9120
前　田　医　院 長 田 町 32-3845
武内外科胃腸科医院 氷 川 町 52-7811
ひ か わ 医 院 氷 川 町 62-8139
峯　苫　医　院 坂 本 町 45-2127

17
日

9:00

17:00

土谷外科胃腸科医院 迎 町 1 34-1688
鶴田胃腸科内科 日 置 町 31-5000
大　塚　医　院 日奈久東町 38-0047
上 村 整 形 外 科 医 院 氷 川 町 62-3377
丸　田　医　院 千 丁 町 46-0027

24
日

9:00

17:00

林 整 形 外 科 医 院 高下西町 35-2600
荒　木　医　院 豊原下町 32-3258
田渕内科クリニック 高下西町 33-6727
島 田 産 婦 人 科 医 院 鏡　町 52-0153
和 田 内 科 医 院 氷 川 町 52-1860
井　上　医　院 東 陽 町 65-2121

31
日

9:00

17:00

岡 外 科 胃 腸 科 医 院 岡町谷川 39-0059
うえの胃腸科内科（小児も可） 本 町２ 33-1131
大 手 町 ク リ ニ ッ ク 大手町1 32-2606
黒田耳鼻咽喉科医院 鏡　町 52-8787
緒 方 内 科 医 院 氷 川 町 62-2013
横 田 診 療 所 泉　町 67-2010

各種乳幼児健診はすべて 13:00 開始です。
場所は、以下のとおり
旧八代市・坂本町の人は◇八代保健センター(八代保) ☎32-7200 
千丁町・鏡町･東陽町･泉町の人は◆鏡保健センター（鏡保） ☎52-5277

ご確認ください♪

◎清掃センターの管轄地域は、「燃えるごみ」「資源の日」の収集は全てお休みです。
　なお、八代地域で「資源の日」に該当する町内は下記のとおり振り替えます。
5月4日㈪ → 4月30日㈭　　5月5日㈫ → 5月2日㈯　　5月6日㈬ → 5月9日㈯
◎坂本・泉町内については、各地区のカレンダーにてご確認ください。
◎施設の一般搬入受付
　・清掃センター、樹木剪定くずリサイクル施設は全てお休みです。
　・クリーンセンター（氷川町）では、5 月 4 日㈪のみ受け入れを行います。

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

熊本県女性相談センター
☎096-381-4340
月～土（祝日を除く）
午前 9 時～午後 8 時

妊娠とこころの相談
思いがけない妊娠で悩ん
だらご相談ください。

熊本県中央児童相談所
☎096-381-5010
八代児童相談所☎32-4426
月～金（祝日を除く）
午前8時30分～午後5時15分

出産養育の相談
出産や養育に不安がある
人はご相談ください。 　　13:00～16:00 要予約

  八代保健所 ☎33-3229

毎週木曜 エイズ無料検査実施

市民課・こども未来課
市民税課・国保ねんきん課

19:00まで

毎週木曜は窓口延長実施中

□献　血
ゆめタウン八代 
10:00 ～11:30、12:45～16:00

毎月第１日曜日は
「やつしろ健康の日」
禁煙は今日からで
きる予防の一歩。 受付　9:45～10:00

  ＜八代保健センター＞

母子健康手帳交付

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.9/3 ～ 9/11 生

◇1歳6ヵ月児健診
                （八代保）
H25.9/12～9/26生

◇1歳6ヵ月児健診（八代保）
    H25.9/27 ～ 10/3 生

育児:午前   成人:午後
＜ 八代保、鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
＜ 八代保、鏡保健センター＞

育児:午前   成人:午後
＜ 八代保、鏡保健センター＞

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

個別健康相談（要予約）

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

受付　9:45～10:00
  ＜鏡保健センター＞

母子健康手帳交付

母子健康手帳交付

□献　血
松高公民館
10:00～12:00
九州電力八代営業所
13:30～16:00

□献　血
八代総合体育館
9:30～12:00
中九州短期大学
13:45～16:00

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　H26.12/22～H27.1/4生

◇4ヵ月児健診 （八代保）
　H27.1/5 ～ 1/15 生

◆2歳児歯科健診（鏡保）
    H24.12/21～H25.2/28生

◇2歳児歯科健診（八代保）
    H25.1/27～2/14生

◇2歳児歯科健診（八代保）
    H25.2/15 ～ 3/6 生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.9/16 ～ 9/25生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.9/26 ～ 10/6生

◇7ヵ月児健診 （八代保）
    H26.10/7 ～ 10/16 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.11/13 ～ 11/26 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.12/6 ～ 12/15 生

◇3歳児健診（八代保）
    H23.11/27 ～ 12/5 生

◆1歳6ヵ月児健診（鏡保）
    H25.9/15 ～ 11/9 生

□献　血 
NEXCO西日本八代管理事務所
9:00～11:30
イオン八代ショッピングセンター
13:15 ～16:00

◆4ヵ月児健診（鏡保） 
    H26.12/16～H27.1/18生
◇離乳食教室 10:00～11:30
対象:2回食以上の乳児とその保護者

（要予約：八代保☎32-7200）
□献　血
ゆめタウン八代 
10:00 ～11:30、12:45～16:00

◆7ヵ月児健診 （鏡保） 
    H26.9/1 ～ 10/10 生

17:00～19:00 要予約
  八代保健所 ☎33-3229
　　夜間エイズ無料検査

毎月１9日は食育の日

定期予防接種

対象：生後 1 歳に達するまでBCG
対象：生後 3 月～ 90 月に達するまで四種混合

対象：11 歳以上 13 歳未満二種混合

対象：1 期　生後6月～90月に達するまで
          2 期　9 歳以上 13 歳未満

（平成 7 年 4 月 2 日～ 19 年 4 月 1 日生まれで 20
歳未満の人は、特例措置の対象となります。詳しく
は市ホームページをご覧ください）

日本脳炎

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまでヒ　ブ

対象：1 期　生後12月～24月に達するまで
          2 期　小学校就学前 1 年間

麻しん風しん
混合（MR）

対象：生後 2 月～ 60 月に達するまで小 児 の
肺炎球菌

対象：小学 6 年生～高校 1 年生相当
（現在、積極的にはお勧めしていません。詳しくは市
ホームページをご覧ください）

子宮頸がん
（女性のみ）

生後 2 ヵ月になったらワクチンデビュー
　早期に免疫をつけておく必要があるヒブや小児の肺炎球菌な
どの予防接種は、生後 2 ヵ月になったら早めに受けましょう。

対象：生後 12 月～ 36 月に達するまで水痘
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福
祉
・
健
康

　
　
パ
ト
リ
ア
千
丁 

温
泉
施
設
再
開

　
　

温
泉
施
設
の
不
具
合
で
長
ら
く
休
館
し
皆
さ
ん
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
た
パ
ト
リ
ア
千
丁
温
泉
施

設
の
改
修
工
事
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
５
月
12
日

㈫
か
ら
営
業
を
再
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
、
入
館
料
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

施
設
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
再
開
か
ら
３
日
間
は
無
料
開
放
と
し
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
エ
フ
エ
ム
や
つ
し
ろ
な
ど

で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
入
館
料
（
回
数
券
は
12
枚
綴
）

大
人（
中
学
生
以
上
）４
０
０
円
回
数
券
４
０
０
０
円

大
人（
65
歳
以
上
と
障
が
い
者
な
ど
）３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
数
券
３
０
０
０
円

子
ど
も（
４
歳
～
小
学
生
）３
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

回
数
券
３
０
０
０
円

子
ど
も（
３
歳
以
下
）無
料

問
合
せ　

千
丁
健
康
福
祉
地
域
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
46
１
１
０
１

　
　
八
代
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　■
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
気
分
す
っ
き
り
ヨ
ガ
教
室

と
　
き　

毎
週
水
曜　

午
前
９
時
50
分
～
10
時
40

分
、
10
時
50
分
～
11
時
40
分
の
い
ず
れ
か

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
古
城
町
）

対
　
象　

レ
ッ
ス
ン
中
、
１
歳
以
上
の
子
ど
も
の
託

児
を
依
頼
す
る
人

費
　
用　

月
２
０
０
０
円

講
　
師　

Ｌ
ｅ
ａ
ｐ
ｓ
か
ら
派
遣

■
入
会
説
明
会

と
　
き　

５
月
７
日
㈭
、
20
日
㈬
、
６
月
３
日
㈬
、

17
日
㈬　

毎
月
第
１
・
３
水
曜　

午
後
１
時
30
分

～
と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
（
古
城
町
）

持
参
品　

写
真
、
認
印
、
本
人
名
義
の
通
帳
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
か
肥
後
銀
行
、
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ
）、
会

費
（
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

入
会
資
格　

市
内
在
住
で
28
年
３
月
末
ま
で
に
60
歳

以
上
に
な
る
人

問
合
せ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
33
２
７
１
１

　
　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は
、
認
知
症
の
人
や

家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
で
す
。

　

認
知
症
の
症
状
・
診
断
・
予
防
や
接
し
方
な
ど
、

基
本
的
な
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
ど

な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

５
月
21
日
㈭　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　

千
丁
公
民
館　

和
室

定
　
員　

30
人
程
度
（
要
申
込
み
）　

参
加
無
料

※
「
テ
キ
ス
ト
」
と
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
配
布

申
込
み　

市
第
２
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

や
ま
び
こ
☎
30
８
０
７
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

　
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

　
受
講
生
募
集

　

視
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と

し
て
重
要
な
点
訳
の
技
術
を
習
得
し
、
点
訳
図
書
の

作
製
や
市
の
広
報
・
情
報
な
ど
を
点
訳
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
習
会
で
す
。
受
講
無
料
、
テ

キ
ス
ト
代
自
己
負
担
。

と
　
き　

６
月
２
日
㈫
～
28
年
３
月
１
日
㈫
の
全
30

回
（
８
月
、
年
末
年
始
は
休
み
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

　
付
加
年
金
制
度

　

平
成
27
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

は
、
40
年
間
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
満
額
で
、

７
８
万
０
１
０
０
円
で
す
が
、
年
金
額
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
の
た
め
に
、
付
加
年
金
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
（
27
年
度
は

月
額
１
万
５
５
９
０
円
）
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

し
て
納
付
す
る
と
、
付
加
年
金
が
老
齢
基
礎
年
金
に

上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
加
保
険
料　

月
額
４
０
０
円　

申
出
を
し
た
月
分

か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

付
加
年
金
に
加
入
で
き
る
人

●
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
。
た
だ
し
、
国
民
年

金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
人
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人

は
、
付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
農
業
者
年
金
加
入
者
は
、
必
ず
付
加
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●
65
歳
未
満
の
任
意
加
入
被
保
険
者

付
加
年
金
額
（
年
額
）

２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納
付
月
数

　

老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
・
繰
下
げ
受
給
し
た
場

合
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
率
に
よ
り
減
額
・
増

額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

国
保
ね
ん
き
ん
課
☎
33
４
１
０
５

と
こ
ろ　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
み　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
62
８
２
２
８

↖

広　　告
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心
身
に
障
が
い
が
あ
る
人
の

　
軽
自
動
車
税
の
減
免

　

次
に
該
当
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
申
請
に

よ
り
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

が
所
有
す
る
車
両

　

た
だ
し
、
手
帳
の
等
級
に
よ
っ
て
は
、
減
免
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
要

件
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、２
台
以
上
所
有
（
普
通
自
動
車
も
含
む
）

の
場
合
、
減
免
の
対
象
と
な
る
の
は
い
ず
れ
か
１

台
に
限
り
ま
す
。

②
構
造
が
心
身
障
が
い
者
な
ど
の
人
専
用
と
な
っ
て

い
る
車
両
（
車
椅
子
の
昇
降
装
置
や
固
定
装
置
な

ど
が
あ
る
車
両
）

　

軽
自
動
車
税
減
免
の
申
請
期
限
は
、
５
月
22
日
㈮

必
着
で
す
。　

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
は
個
別
の
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ　

市
民
税
課
☎
33
４
１
０
７

　

各
支
所
地
域
振
興
課
（
鏡
支
所
は
市
民
環
境
課
）

2025年問題
　中国の人口が急増したとき、タモリが「４
カ国麻雀」でデビューしました。当時世界の
人口の４人に１人を中国人が占め、麻雀の卓
を囲むと１人は必ず中国人であるということをリアルに想像しました。
　2025年問題とは日本で麻雀をすると世代の異なる４人に１人は75
歳以上の人が席を占め、その４人でいかにうまく麻雀を楽しむかの問題
だと考えています。
　医療、介護、給付をどうするのかと、重苦しい問題としてとらえられ
ていますが、これは実に贅

ぜいたく

沢な問題です。今、日本人は平均85歳まで
生きます。言い換えるなら 2025年問題は長寿の問題であります。た
とえば、アジア各国の若者が八代に農業研修に来ていますが、彼らの国
にあるいは彼ら自身に2025年問題はあるのでしょうか。
　隣国の韓国の平均寿命は80歳、中国、タイは７５歳、ネパール、フ
ィリピン、北朝鮮は70歳、カンボジア、ミャンマー、インドは65歳
です。今という同時代をとってみても、日本とインドは生きる時間の長
さが20年も違うのです。八代に来ている彼らにはオーバー75歳とい
うのは無いのです。世界で一番長い時間を与えられたのが日本人であり、
アジア各国からみると2025年問題とは非常に贅沢な悩みであると思
います。
　確かに長く生きるということは、身体的な衰えが出てきたりいろんな
疾
しっぺい

病に罹
りかん

患すること、そして最後には死を迎える事を意味します。病気
とは気を病むと書きます。病気や死自体が怖いのではない、むしろその
ことによって、生きることの気力、生きる希望を失うことこそが問題な
のだと思います。
　日本人は、哺乳類ヒト科すべての生命の限界に挑戦しているという意
味では、世界の最先端を走っています。2025年問題は、神様（仏様）
が日本人に与えられた寿命に対してどういう希望をこめて最後まで生き
て死んでいけるかという課題を突きつけているのだと思います。
　みんなでうまく楽しく麻雀を遊ぶことが、来るべきアジア各国の
2025年問題のお手本になると信じています。日本人の世代間だけで
はなく、アジア各国の人も含めて「４カ国麻雀」を一緒に楽しみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市立病院☎33-3620

医療ミニ知識
市立病院発 14

と
こ
ろ　

市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込
み　

市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
62
８
２
２
８

　
　
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介

　
　

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
高
年
齢
者
（
お
お

む
ね
55
歳
以
上
）
の
た
め
の
職
業
相
談
・
紹
介
機
関

で
す
。
専
門
の
相
談
員
が
応
対
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
か
ら
の
高
年
齢
者
に
適

す
る
求
人
の
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
　
き　

毎
週
月
・
水
・
金
曜　

午
前
10
時
～
午
後

４
時

と
こ
ろ　

八
代
地
域
振
興
局　

福
祉
課

問
合
せ　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団　

熊
本
県
高
齢

者
無
料
職
業
紹
介
所
八
代
相
談
所
☎
32
４
１
４
４

広　　告
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講　　座　　名 と　　　き 月受講料

パッチワーク 第 1 , 3 月 10:00 ～ 12:00 ＊ 920円

デジカメ 第 2 , 4 火 10:00 ～ 12:00     900円

パン作り 第 1 , 3 火 13:00 ～ 15:30 ＊ 1,530円

エコクラフト 第 2 , 4 木 13:30 ～ 15:30 ＊ 900円

着物着付け 第 2,3,4 金 13:30 ～ 15:30  2,250円

フラワーアレンジメント 第 2 , 4 土 10:00 ～ 12:00 ＊ 700円

囲碁 第 2,3,4 土 13:30 ～ 15:30  1,530円

子供パンとお菓子作り 第 １ 土 14:00 ～ 16:00 ＊ 550円

すこやか体操 第 1,2,3,4 火 10:00 ～ 12:00 1,400円

スリム エアロビクス 第 1,2,3,4 水 10:00 ～ 12:00  1,400円

ヨガ＆ベリーエクササイズ 第 1,2,3,4 水 13:00 ～ 15:00 2,070円

練功十八法（中国の健康体操） 第 1,2,3,4 木 14:00 ～ 16:00  1,810円

社交ダンス 第 1,2,3,4 金 10:00 ～ 12:00  1,400円

サンライフ八代主催講座 追加募集
申込み 募集は全て若干名。定員になり次第、締め切ります。受講料

２ヵ月分と一緒に申し込んでください。（電話申込み不可）

サンライフ八代☎32-7171 日置町 692-1 太田郷小前　期間：～翌年３月　＊は材料費別

　
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
短
期
講
座

　手
作
り
味
講
座
「
春
の
山
菜
料
理
」

　

ヨ
モ
ギ
の
パ
ス
タ
、
破
竹
の
揚
げ
餃ぎ

ょ
う
ざ子
、
ふ
き
の

葉
み
そ
、
つ
く
し
の
か
き
揚
げ
、
イ
チ
ゴ
春
巻
き

と
　
き　

５
月
28
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
講
　
師　

森
屋
浩
美 

氏

定
　
員　

20
人

受
講
料　

１
５
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

大
人
の
お
菓
子
作
り
講
座

～
簡
単
な
お
菓
子
、
季
節
の
お
菓
子
、
和
菓
子
や
洋

菓
子
な
ど
～

と
　
き　

６
月
10
日
㈬
～
11
月
25
日
㈬
の
第
２
・
４

水
曜　

午
後
１
時
～
３
時　

全
12
回

　
　
八
代
市
戦
没
者
追
悼
式

　　
先
の
大
戦
に
お
け
る
市
内
戦
没
者
の
慰
霊
行
事
と

し
て
八
代
市
戦
没
者
追
悼
式
を
開
催
し
ま
す
。

と
　
き　

５
月
19
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

問
合
せ　

健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

　
　
政
府
主
催
慰
霊
巡
拝
事
業

　
参
加
者
募
集

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
先
の
大
戦
に
お
け
る
主
要
戦

域
や
遺
骨
収
集
が
困
難
な
海
上
で
の
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
に
海
外
慰
霊
巡
拝
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
14
地
域
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
１
９
８

　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
の
会

　（
若
年
性
認
知
症
家
族
会
）

　

若
年
性
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
の

人
、
日
々
の
不
安
や
心
配
事
な
ど
を
一
人
で
悩
ま
な

い
・
抱
え
込
ま
な
い
で
、
気
軽
に
話
し
に
来
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
　
き　

５
月
９
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　

平
成
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
（
カ
モ

講
　
師　

島
田
一
枝 

氏

定
　
員　

20
人

受
講
料　

２
７
０
０
円
（
前
半
分
）

※
材
料
費
は
１
回
約
８
０
０
円

楽
し
い
マ
ジ
ッ
ク
講
座
（
初
心
者
向
け
）

～
楽
し
み
な
が
ら
覚
え
て
み
ん
な
を
ア
ッ
と
驚
か
せ

ま
し
ょ
う
～

と
　
き　

５
月
22
日
㈮
～
11
月
13
日
㈮
の
第
２
・
４

金
曜　

午
前
10
時
～
正
午　

全
12
回

講
　
師　

プ
ー
ド
ル
雅
子 

氏

定
　
員　

20
人

受
講
料　

２
７
０
０
円
（
前
半
分
）

材
料
費　

１
０
０
０
円

申
込
み　

５
月
７
日
㈭
午
前
９
時
か
ら
受
付
開
始
。

費
用
を
添
え
て
、
サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
へ

　

※
電
話
申
込
み
不
可

問
合
せ　

サ
ン
ラ
イ
フ
八
代
☎
32
７
１
７
１

↖

広　　告
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児
童
ポ
ル
ノ
の
単
純
所
持
が

　
罰
せ
ら
れ
ま
す
の
で
自
主
的
廃
棄
を

　

改
正
児
童
買
春
・
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
が
平
成
26

年
７
月
15
日
に
施
行
さ
れ
、
27
年
７
月
15
日
か
ら
児

童
ポ
ル
ノ
単
純
所
持
罪
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
自
己
の

性
的
好
奇
心
を
満
た
す
た
め
に
児
童
（
18
歳
未
満
）

ポ
ル
ノ
を
所
持
し
た
場
合
、
１
年
以
下
の
懲
役
か

１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

児
童
ポ
ル
ノ
に
は
電
磁
的
記
録
も
含
ま
れ
ネ
ッ
ト

上
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る
行
為
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
国
外
で
の
行
為
（
国
外
犯
）
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　

有
害
な
雑
誌
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、

少
年
の
目
に
触
れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
適
切
な
方
法

で
自
主
的
な
廃
棄
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
２
９
４

　
　
憲
法
週
間
に
お
け
る

　
無
料
手
続
相
談
会

と
　
き　

５
月
15
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時

と
こ
ろ　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
八
代
支
部

　

３
階
会
議
室

相
談
担
当
者　

弁
護
士
、調
停
委
員
（
民
事
・
家
事
）、

検
察
庁
・
法
務
局
・
裁
判
所
の
各
職
員

相
談
内
容　

借
金
、
売
買
代
金
、
土
地
・
建
物
問
題
、

登
記
問
題
、
親
子
・
親
族
間
の
問
題
、
人
権
問
題
、

ミ
ー
ル
）　

集
合
：
外
来
待
合
室

定
　
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料

申
込
み　

５
月
８
日
㈮
ま
で
に
平
成
病
院
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
☎
32
８
１
７
１
へ

問
合
せ　

長
寿
支
援
課
☎
33
４
４
３
６

そ
の
他

※
予
約
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
八
代
支
部

　

☎
32
２
１
７
５

　
産
　
業

　
　
農
地
の
貸
借
を
お
手
伝
い

　
農
地
中
間
管
理
事
業

　

農
地
中
間
管
理
機
構
（
県
農
業
公
社
）
で
は
、
農

地
の
貸
し
手
と
借
り
手
の
間
で
農
地
の
円
滑
な
賃
借

を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

農
地
の
借
り
手
を
募
集

　

規
模
拡
大
や
新
し
く
農
業
を
始
め
た
い
人
な
ど
農

地
の
借
受
を
希
望
す
る
人
は
「
農
用
地
等
借
受
け
申

出
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
出
書
を
提
出
し
な
い
と
県
農
業
公
社
か
ら
農
地

を
借
り
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

募
集
期
間　

随
時
受
付

募
集
地
区

①
八
代
市
平
野
部
（
旧
八
代
市
（
二
見
校
区
以
外
）・

旧
千
丁
町
・
旧
鏡
町
）

②
八
代
市
中
山
間
部
（
旧
坂
本
村
・
旧
東
陽
村
・
旧

泉
村
・
二
見
校
区
）

③
そ
の
他
、
八
代
市
以
外
の
地
区
の
申
し
出
の
受
付

も
可
能
（
県
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）

農
地
の
貸
し
手
を
募
集

　

農
業
経
営
の
リ
タ
イ
ア
や
規
模
縮
小
を
考
え
て
い

る
人
で
、
農
地
の
受
け
手
を
探
し
て
い
る
人
は
「
農

用
地
等
の
貸
付
申
込
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

随
時
受
付

公
社
が
借
り
入
れ
る
農
用
地
な
ど
の
基
準

①
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
（
除
外
地
も
可
能
）

②
再
生
不
能
な
耕
作
放
棄
地
で
は
な
い

③
転
貸
先
は
県
農
業
公
社
に
一
任

出
し
手
の
メ
リ
ッ
ト

 

・
公
的
機
関
が
農
地
を
預
か
る
の
で
安
心

 

・
機
構
か
ら
直
接
賃
借
料
を
受
け
取
れ
る

 

・
契
約
期
間
終
了
後
は
、
確
実
に
農
地
が
戻
る

 

・
要
件
を
満
た
せ
ば
機
構
集
積
協
力
金
あ
り

共
通
事
項

提
出
先　

市
農
林
水
産
政
策
課
・
各
支
所
農
林
水
産

地
域
事
務
所
・
Ｊ
Ａ
や
つ
し
ろ

問
合
せ　

農
林
水
産
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

　
　
農
地
の
規
模
拡
大
に
必
要
な

　
機
械
の
導
入
に
補
助
し
ま
す

‐
八
代
市
農
地
利
用
集
積
促
進
事
業
‐

対
　
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
農
業
を
営
む
人
で
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人　

※
中
山
間
地
域
の

農
地
集
積
は
任
意
団
体
で
の
申
請
可

助
成
要
件

（
市
内
全
域
の
農
地
の
集
積
が
対
象
）

 

・
５
年
以
上
の
新
規
の
賃
借
権
設
定
に
よ
り
、
賃
借

権
設
定
後
の
経
営
耕
地
面
積
が
25
年
度
末
よ
り
５

割
以
上
か
１
ha
以
上
増
加
す
る
こ
と

（
中
山
間
地
域
の
農
地
の
集
積
が
対
象
）

 

・
５
年
以
上
の
新
規
の
賃
借
権
設
定
か
水
稲
の
主
要

農
作
業
受
託
（
耕
起
・
代
か
き
、
田
植
え
、
収
穫
・

脱
穀
）
に
よ
り
、
契
約
後
の
経
営
耕
地
面
積
が
25

年
度
末
よ
り
５
割
以
上
か
０
・
５
㏊
以
上
（
団
体

な
ど
で
の
申
請
の
場
合
は
経
営
耕
地
面
積
の
合
計

が
１
ha
）
増
加
す
る
こ
と

助
成
率　

規
模
拡
大
に
必
要
な
農
業
機
械
な
ど
の
導

入
に
対
し
て
、
消
費
税
相
当
額
を
除
い
た
経
費
の

１
／
２
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
予
算
の
範
囲
内
で
実
施
し
ま
す

問
合
せ　

農
林
水
産
政
策
課
☎
33
４
１
１
７

広　　告
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生
活
衛
生
関
係
営
業「
経
営
相
談
室
」

　と
　
き　

６
月
15
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　

八
代
保
健
所
☎
32
６
１
２
１

対
象
業
種　

飲
食
業
、
食
肉
販
売
業
、
理
容
業
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
旅
館
業
な
ど
の
経
営
者
や
独
立

開
業
予
定
者

内
　
容
　
経
営
相
談
、
融
資
相
談
、
税
務
相
談

※
専
門
相
談
員
（
中
小
企
業
診
断
士
・
経
営
指
導
員
）

が
対
応

問
合
せ　

県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
９
６
（
３
６
２
）
３
０
６
１

　
　
新
市
誕
生
　
周
年
記
念
事
業

　
や
つ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ

と
　
き　

５
月
９
日
㈯　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル 

玄
関
前

通
路

内
　
容　

新
鮮
な
農
産
物
・
農
産
加
工
品
な
ど
の
販

　
　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

　
　

経
営
計
画
に
基
づ
い
て
実
施
す
る
販
路
開
拓
な
ど

の
取
り
組
み
に
対
し
50
万
円
を
上
限
に
費
用
の
２
／

３
を
補
助
し
ま
す
。

対
　
象

 

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
５
人
以
下
の
卸
売

業
、
小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

 

・
常
時
使
用
す
る
従
業
員
数
が
20
人
以
下
の
製
造

業
、
建
設
業
な
ど

対
象
取
組
例　

①
広
告
・
宣
伝

　

②
集
客
力
を
高
め
る
た
め
の
店
舗
改
装

　

③
商
談
会
・
展
示
会
へ
の
出
展

　

④
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
包
装
紙
な
ど
の
変
更

　
　
産
業
活
性
化
中
小
企
業

　
販
路
開
拓
支
援
事
業
の
公
募

　

中
小
企
業
が
自
社
の
製
造
品
や
情
報
成
果
物
の
販

路
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
展
示
会
や
見
本
市
に
出
展

を
行
う
場
合
、
必
要
な
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
　
象　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
中
小
製
造
業
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業

助
成
率　

２
／
３
（
上
限
50
万
円
）

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

問
合
せ　

商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

　
　
新
技
術
・
新
製
品

　
研
究
開
発
支
援
事
業
の
公
募

　

市
内
の
中
小
製
造
業
者
な
ど
が
、
成
長
が
期
待
さ

れ
る
産
業
分
野
に
お
い
て
実
施
す
る
新
製
品
・
新
技

術
な
ど
の
研
究
開
発
事
業
に
対
し
、
必
要
な
経
費
の

一
部
を
助
成
し
、
独
自
の
優
れ
た
製
品
・
技
術
を
持

つ
企
業
を
支
援
し
ま
す
。

助
成
率　

２
／
３
（
上
限
１
０
０
万
円
）

募
集
期
間　

５
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

問
合
せ　

商
工
政
策
課
☎
33
８
５
１
３

　
　
ス
ト
ッ
プ
！ 

農
作
業
事
故

　
　

毎
年
、
県
内
で
10
人
前
後
の
尊
い
命
が
農
作
業
の

事
故
に
よ
り
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
転

落
・
転
倒
に
よ
る
事
故
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

今
の
時
期
と
秋
の
収
穫
期
は
、
農
作
業
の
事
故
が

最
も
発
生
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

農
作
業
に
よ
る
事
故
は
、
重
大
事
故
に
つ
な
が
る

場
合
が
多
い
の
で
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
て
、
農
作

業
安
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
フ
レ
ー
ム
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
用
し
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

②
道
路
や
ほ
場
の
傾
斜
や
路
肩
な
ど
、
作
業
の
周
辺

を
十
分
確
認
し
ま
し
ょ
う

③
機
械
の
点
検
や
清
掃
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
と
作
業

機
の
停
止
を
確
認
し
て
行
い
ま
し
ょ
う

申
込
み　

農
業
振
興
課
☎
33
８
７
５
１

※
事
業
計
画
書
が
必
要
で
す

※
５
月
15
日
㈮
ま
で
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

八
代
商
工
会
議
所
☎
32
６
１
９
１

　
　
　
　

八
代
市
商
工
会　

☎
52
０
６
０
０

　
　
　
　

商
工
政
策
課　
　

☎
33
８
５
１
３

売
、
食
体
験
な
ど
市
内
の
農
水
産
物
生
産
者
と
消

費
者
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
。
今
回
は
10
周
年
に
ち

な
み
「
目
玉
商
品
」
を
多
数
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
推
進
課
☎
33
８
７
８
０

　

や
つ
し
ろ
マ
ル
シ
ェ
生
産
者
会
事
務
局

　

柿
本
☎
０
７
０
（
５
４
１
３
）
４
９
０
１

　
統
　
計

　
国
民
生
活
基
礎
調
査
に

　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
す
べ
て
が
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
年

金
・
所
得
な
ど
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
実
態
を
正
し
く

知
る
た
め
に
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

５
月
下
旬
、
７
月
上
旬
に
そ
れ
ぞ
れ
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象
区
域　

坂
本
町
鮎
帰

※
区
域
の
一
部
が
該
当
し
ま
す
。

問
合
せ　

八
代
保
健
所
総
務
企
画
課
☎
33
３
１
９
７

　
　
　
　
　
　

市
健
康
福
祉
政
策
課
☎
33
４
０
０
３

10

広　　告
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災
害
時
協
力
事
業
所
に
登
録
を

　

災
害
発
生
時
に
、
事
業
所
な
ど
が
保
有
す
る
能
力

（
資
機
材
、
人
材
、
物
資
な
ど
）
が
地
域
の
重
要
な

防
災
力
と
な
る
よ
う
、
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所

登
録
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
登
録
し
た
事
業
所
の

自
主
的
な
協
力
活
動
に
よ
る
、迅
速
な
被
災
者
救
援
・

救
護
活
動
を
目
指
し
ま
す
。

災
害
時
に
期
待
す
る
活
動

　

災
害
時
は
、
自
己
の
業
務
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
自
発
的
な
救
援
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
初
期
消
火
・
救
命
・
救
助
活
動
、
食
品
・

生
活
用
品
・
医
療
品
な
ど
の
供
給
、
車
両
や
技
術

力
な
ど
の
提
供
、
避
難
場
所
の
貸
与
な
ど
で
す
。

平
常
時
の
活
動

　

平
常
時
は
、
市
民
へ
の
防
災
意
識
の
啓
発
の
た

め
の
防
災
ポ
ス
タ
ー
掲
示
、
市
な
ど
が
開
催
す
る

防
災
講
演
会
へ
の
参
加
、
従
業
員
へ
の
防
災
研
修

な
ど
で
す
。

経
費
の
負
担

　

基
本
的
に
は
、
登
録
事
業
者
の
自
主
的
な
活
動

を
期
待
す
る
も
の
な
の
で
、
そ
れ
に
係
る
経
費
に

つ
い
て
は
、
事
業
所
負
担
と
し
ま
す
。

対
象
事
業
所

　

市
内
に
店
舗
、
工
場
、
事
務
所
な
ど
を
有
す
る

事
業
所
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
含
む
）
で
、
法

人
格
の
有
無
、
本
店
・
支
店
・
営
業
所
な
ど
の
形

態
は
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
個
人
商
店
も
対
象
で
す

が
、
個
人
は
対
象
外
で
す
。

協
力
事
業
所
名
の
公
表

　

登
録
の
証
と
し
て
「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業

所
登
録
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
事
務
室
な
ど

わ
か
り
や
す
い
場
所
に
掲
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
希
望
に
よ
り
登
録
さ
れ
た
事
業
所
の
名
称
、

所
在
地
、電
話
番
号
、活
動
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
ま
す
。

登
録
方
法
（
随
時
登
録
受
付
中
）

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
制
度
要
綱
を
参
照

し
、「
八
代
市
災
害
時
協
力
事
業
所
登
録
届
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル
で

危
機
管
理
課
☎
33
４
１
１
２
D 

35
２
０
０
９
G 

kikikanri@
city.yatsushiro.lg.jp

へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
に
印
鑑
は
不
要
。

　
交
通
・
防
災

　
５
月
　
日
㈪
～
　
日
㈬

　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日　

５
月
20
日
㈬

１　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

２　

全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　
　
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

３　

飲
酒
運
転
の
根
絶

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

　

八
代
警
察
署
交
通
第
一
課
☎
33
０
１
１
０

　

氷
川
警
察
署
地
域
交
通
課
☎
62
４
１
１
０

■
高
齢
者
の
死
亡
事
故
の
特
徴
な
ど

　

八
代
警
察
署
管
内
で
は
、
平
成
26
年
中
に
４
１
０

件
の
人
身
事
故
が
発
生
し
、
４
人
の
命
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
死
亡
者
は
全
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
し

た
。
22
年
か
ら
26
年
ま
で
の
５
年
間
で
26
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、
内
20
人
（
77
％
）
が
高
齢
者
と
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
す
。

　

最
近
は
高
齢
者
運
転
者
（
原
付
以
上
）
が
当
事
者

に
な
る
交
通
事
故
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
死
亡
事
故（
過
去
５
年
間
、八
代
警
察
署
管
内
）

◎
歩
行
中　

８
人
中
６
人
が
高
齢
者
（
75
％
）

３
人
の
高
齢
死
者
が
車
か
ら
見
て
右
か
ら
左
へ
の

道
路
横
断
中
の
事
故

◎
自
転
車
乗
車
中　

６
人
中
４
人
が
高
齢
者（
67
％
）

　

３
人
の
高
齢
死
者
が
交
差
点
で
の
出
会
い
頭
事
故

◎
二
輪
車
乗
車
中　

６
人
中
５
人
が
高
齢
者（
83
％
）

　

５
人
全
員
の
高
齢
死
者
が
原
付
乗
車
中
の
交
差
点

で
の
出
会
い
頭
の
事
故

◎
自
動
車
乗
車
中　

５
人
中
４
人
が
高
齢
者（
80
％
）

　

２
人
の
高
齢
死
者
が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
事

故
■
信
号
機
の
サ
イ
ク
ル
変
更
な
ど

　

３
月
か
ら
、
大
野
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
前
交
差
点
の

信
号
機
サ
イ
ク
ル
を
歩
車
分
離
に
変
更
し
ま
し
た
。

車
と
歩
行
者
の
事
故
事
故
防
止
の
た
め
車
の
通
行
と

歩
行
者
の
横
断
を
別
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
太
田
郷
小
東
側
の
三
差
路
交
差
点
に
押
し

ボ
タ
ン
式
信
号
機
を
３
月
に
新
設
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

八
代
警
察
署
☎
33
０
１
１
０

　
　
国
勢
調
査
調
査
員 

募
集

　
　

今
年
の
10
月
１
日
に
、
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
調
査
実
施
の
際
に
調
査
員
と
し
て

活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
内
容　

国
勢
調
査
員
と
し
て
、
世
帯
へ
の
調
査

票
配
布
・
回
収
や
調
査
票
の
点
検
な
ど

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
調
査
活
動

の
で
き
る
健
康
な
人　

②
調
査
で
知
り
得
た
こ
と

な
ど
秘
密
の
保
持
が
で
き
る
人　

③
警
察
・
選
挙
・

税
務
事
務
に
従
事
し
て
い
な
い
人

報
　
酬　

国
の
基
準
に
よ
り
支
払
い
ま
す
。

申
込
み　

文
書
統
計
課
☎
33
４
１
７
４

20

11

広　　告
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木
村
多
江
ひ
と
り
芝
居

　「
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
」

　

第
83
回
千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
文
化
事
業
（
新

　
　
日
奈
久
温
泉

　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
風
呂

～
感
謝
を
伝
え
る
の
に
、
言
葉
は
い
ら
な
い
～

と
　
き　

５
月
10
日
㈰

と
こ
ろ　

あ
た
ら
し
屋
旅
館
、
旅
館
泉
屋
、
金
波
楼
、

し
の
は
ら
ホ
テ
ル
浜
膳
、
不
知
火
ホ
テ
ル
、
潮
青

閣
、ひ
ら
や
ホ
テ
ル
、柳
屋
旅
館
、温
泉
セ
ン
タ
ー

「
ば
ん
ぺ
い
湯
」

※
入
浴
時
間
、
料
金
は
施
設
で
異
な
り
ま
す
。

同
時
開
催
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
祭
り
」

と
　
き　

５
月
10
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ　

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

内
　
容　

お
も
て
な
し
カ
フ
ェ
（
50
食
限
定
の
ス

イ
ー
ツ
）、
日
奈
久
温
泉
六
郎
太
鼓
の
演
奏
、
Ｍ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
「
母
の
日
限
定
特
別
ラ
イ
ブ
」
な
ど

問
合
せ　

日
奈
久
温
泉
観
光
案
内
所
☎
38
０
２
６
７

　
　
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

　み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！ 

消
費
者
が
主
役
の
社
会
!!

　

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
伴
っ
て
、
悪
質
な

訪
問
販
売
や
勧
誘
行
為
、
契
約
や
取
引
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル
、
多
重
債
務
な
ど
、
消
費
生
活
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
う
し
た
被
害
や
不

安
・
苦
情
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
付
け
、
問

題
解
決
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

業
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
時
や
、
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
「
お
か
し
い
な
」「
不
安
だ
な
」

と
思
っ
た
時
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
早
め
に
消
費

　
九
州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

　
２
０
１
５
　
参
加
者
募
集

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業

一
歩 

一
歩
、
ま
た
一
歩
。

　“
や
つ
し
ろ
”
の
人
と
自
然
と 
出
会
う
と
き
！

　

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
物
産
展
な
ど
も
３
日
間

開
催
し
ま
す
。
八
代
亜
紀
、
陣
内
貴
美
子
、
日
本
さ

く
ら
プ
リ
ン
セ
ス
が
来
場
予
定
。
10
日
㈰
に
は
郷
土

料
理
を
堪
能
で
き
る
「
や
つ
し
ろ
の
食
の
名
人
大
集

合
」
も
同
時
開
催
。

と
　
き　

５
月
８
日
㈮
、
９
日
㈯
、
10
日
㈰

　

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ　

球
磨
川
河
川
緑
地

申
込
み　

当
日
会
場
で
受
付　

一
般
参
加
２
０
０
０

円
、八
代
地
域
在
住
７
０
０
円
、高
校
生
以
下
無
料

問
合
せ　

同
実
行
委
員
会
（
市
観
光
振
興
課
内
）
☎

33
４
１
３
２ 

I http://3day.yatsushiro.jp/

と　き 出発 コ　ー　ス

5/ ８㈮
7:30 40km 新緑球磨川コース
8:30 20km 金剛・アコウの樹コース

10:00 10km 八代亜紀絵画コース

5/ ９㈯

7:30 40km 火の君コース
8:30 20km い草の里・フードバレーコース

10:00 10km 彦一お散歩コース
10:10   5km 妙見コース

5/10 ㈰

7:30 30km やつしろ産業めぐりコース
8:30 20km まちなかガメさんコース

10:00 10km おおたごう周遊コース
10:10   5km がらっぱコース

　
観
　
光

　
文
化
・
教
育

　
消
費
生
活

生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
木
曜
の
み
午
後
７
時
ま
で
）

　
　
　

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室
内
☎
33
４
１
６
２

消
費
生
活
出
前
講
座　

消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
事

例
を
も
と
に
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
ま
す
。
市

内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
や
企
業
の
研
修
な
ど

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
で
す
。

市
誕
生
10
周
年
）
作
・

ひ
ょ
う
た
、
演
出
・
中

津
留
章
仁
。
実
力
派
女

優
・
木
村
多
江
が
結
婚

と
仕
事
の
選
択
で
揺
れ

る
女
性
の
生
活
を
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
描
き

ま
す
。

と
　
き　

６
月
28
日
㈰　

午
後
３
時
開
演

と
こ
ろ　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
（
パ
ト
リ
ア
千
丁
）

入
場
料
（
全
席
指
定
）　

一
般
２
０
０
０
円

　

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円　
（
当
日
５
０
０
円
増
）

※
未
就
学
児
童
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

※
販
売
予
定
枚
数
が
な
く
な
り
次
第
、
販
売
終
了
。

発
売
日　

５
月
12
日
㈫　

午
前
10
時　

窓
口
販
売

プ
レ
イ
ガ
イ
ド　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
、厚
生
会
館
、

鏡
文
化
セ
ン
タ
ー
、
有
明
楽
器
八
代
店
、
珈
琲
店

ミ
ッ
ク
、
庄
野
学
生
堂
八
代
店
、
氷
川
町
ま
ち
つ

く
り
酒
屋

問
合
せ　

千
丁
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
46
１
８
８
８

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

広　　告
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博物館展示案内（5月）
問合せ 博物館☎34-5555

特
別
展
示
室

◆春季特別展覧会　豪華絢爛！長崎刺繍
　 ～くんちに息づく風流の心～　開催中～ 6/7 ㈰

常

設

展

示

室

◆考古 須恵器の美　　　　　 開催中～ 10/18 ㈰
◆八代城
　 瓦からわかる麦島城・八代城　開催中（通年）
◆民俗 I 妙見祭 笠鉾のヒミツ　開催中～ 10/18 ㈰
◆民俗 II
　 妙見祭 獅子組のヒミツ　　　開催中～ 6/14 ㈰
◆古文書を読む I 
　 古文書をのこす　　　　　　開催中～ 6/28 ㈰
◆信仰のかたち I
　 盛光寺の阿弥陀如来　　　　開催中～ 10/25 ㈰
◆くまもとの金工 肥後鐔の魅力　開催中～翌3/27 ㈰
◆八代焼 I 象嵌の技法　　　　開催中～ 6/21 ㈰
◆和紙 I 広重の絵封筒　　　　開催中～ 5/17 ㈰
◆和紙 II 八代の御用紙漉き　　5/19 ㈫～ 7/5 ㈰
◆米作りの道具
　 お米はどうやってできるの？　開催中（通年）

博物館ホームページ
http://www.city.yatsushiro.kumamoto.jp/museum/

県議選挙投票所入場券はがきの不具合
　熊本県議会議員一般選挙の投票所入場券はがきが開
きにくいといった不具合が生じ、一部の皆さんにご不
便をお掛けしました。大変申し訳ありませんでした。
問合せ　市選挙管理委員会☎30-1663

　
　
厚
生
会
館

　
ホ
ワ
イ
エ
コ
ン
サ
ー
ト

女
声
合
唱
ア
マ
ー
ビ
レ
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き　

５
月
16
日
㈯　

午
後
２
時
～

ピ
ア
ノ
連
弾
と
二
重
唱

　

ピ
ア
ノ　

セ
・
ピ
ア
ー
チ
ェ

　

二
重
唱　

城
久
代
、
村
橋
亮
子

と
　
き　

５
月
27
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

入
場
料　

無
料

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　
厚
生
会
館
ホ
ー
ル
休
館

　
　

厚
生
会
館
で
は
、
施
設
改
修
の
た
め
ホ
ー
ル
客
席

内
壁
面
タ
イ
ル
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
期
間

中
は
ホ
ー
ル
は
貸
し
出
し
で
き
ま
せ
ん
が
、
集
会
室

と
和
室
は
通
常
ど
お
り
貸
し
出
し
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

工
事
期
間　

28
年
１
月
25
日
㈪
～
３
月
24
日
㈭

問
合
せ　

厚
生
会
館
☎
32
３
１
９
６

　
　
や
つ
し
ろ
文
化
振
興
基
金
を

　
活
用
し
た
補
助
事
業

　

近
年
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
な
ど
に
よ
り
、

文
化
財
保
存
継
承
団
体
の
担
い
手
や
財
源
の
確
保
が

厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で「
地
域
の
宝
」

で
あ
る
文
化
財
の
保
護
力
の
向
上
を
目
指
し
、
指
定

文
化
財
を
活
用
し
た
市
民
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

支
援
し
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
妙
見
祭
獅
子
頭
の
レ

プ
リ
カ
作
成
に
助
成
し
ま
し
た
。

対
　
象　

指
定
文
化
財
を
保
存･

継
承
、
管
理
し
て

い
る
団
体
・
法
人

対
象
事
業　

指
定
文
化
財
を
活
用
し
て
行
う
、
新
た

な
担
い
手
や
財
源
の
確
保
に
つ
な
が
る
事
業

　
や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

　
施
設
利
用
調
整
会
議

使
用
月　

平
成
28
年
６
月

　

調
整
会
議　

６
月
１
日
㈪　

午
前
９
時

使
用
月　

平
成
28
年
７
月

　

調
整
会
議　

７
月
６
日
㈪　

午
前
９
時

※
施
設
利
用
調
整
会
議
は
、
原
則
と
し
て
使
用
月
の

１
年
前
の
同
月
第
１
月
曜
で
す
。

と
こ
ろ
・
問
合
せ　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

☎
53
０
０
３
３

　
　
博
物
館
の
春
季
特
別
展
覧
会
へ

　
お
い
で
く
だ
さ
い

　

豪
華
絢け

ん
ら
ん爛

！
長
崎
刺し

し
ゅ
う繍

　
　
　
　
　
　

～
く
ん
ち
に
息
づ
く
風ふ

り
ゅ
う流
の
心
～

と
　
き　

開
催
中
～
６
月
７
日
㈰　

午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
入
場
は
４
時
30
分
ま
で
）

■
特
別
講
演
会

長
崎
く
ん
ち
と
長
崎
刺
繍
に
つ
い
て　

５
月
10
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時　

講
師
：
元
長
崎
市
立

博
物
館
長 

原
田
博ひ

ろ
じ二 

氏

長
崎
刺
繍
の
制
作
工
程
に
つ
い
て
～
万よ

ろ
ず
や屋

町
傘
鉾

垂た
れ
「
魚う

お
づ
く尽
し
」
制
作
秘
話
～　

５
月
24
日
㈰　

午

後
１
時
30
分
～
３
時　

講
師
：
長
崎
刺
繍
技
術
保

持
者 

嘉か

せ勢
照て

る
た太 

氏

※
い
ず
れ
も
博
物
館
講
義
室
。
聴
講
無
料
。
先
着
80

人
。
事
前
申
込
み
不
要
。

入
館
料
（
20
人
以
上
の
団
体
料
金
）　

一
般
５
０
０

円（
４
０
０
円
）、高
大
生
３
０
０
円（
２
４
０
円
）、

中
学
生
以
下
無
料　

※
５
月
５
日
㈫
こ
ど
も
の
日

は
無
料
開
館

休
館
日　

５
月
７
日
㈭
、
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、
25
日

㈪
、
６
月
１
日
㈪

問
合
せ　

博
物
館
☎
34
５
５
５
５

※
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

問
合
せ　

文
化
振
興
課
☎
33
４
５
３
３

広　　告
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図 書 館 催し物案内（５月）
施設点検日、開館前、閉館後の本の返却は返却ポストへお願いします
こどもの読書週間「本は キラキラ 万華鏡」～５月 12 日

行　　　　　事 と　　　　き 内　　　　　容

０・１・２歳児向けおはなし会 14日㈭ 午前11時～
語り手：子羊文庫

幼児・小学生向けおはなし会 2･16･23･30日㈯ 午後3時～

名作映画鑑賞会 10日㈰ 午後2時～ 上映作品「きっと、うまくいく」

図書館講座
▶13日㈬ 午前10時30分～…文学講座「文学楽しみ術『若山牧水、ここがおもしろい！』」　講

師：前山光則氏
▶20日㈬ 午前10時30分～…歴史講座「西山宗因の連歌作品を読み解く」　講師：鳥津亮二氏

こどもの読書週間イベント

▶毎日おはなし会　～ 12日㈫ 午前11時～ 11時30分　絵本コーナー

▶絵本クイズ ～なんもんこたえられるかな～　～ 12日㈫

▶つくってあそぼう「かわりかぶと」　5日㈫ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要

あかちゃん向けおはなし会
（赤ちゃん広場）

18日㈪ 午前10時30分～
25日㈪ 午後2時30分～ 語り手：いないいないばぁの会

幼児・小学生向けおはなし会
2･9･23日㈯ 午前11時～ 語り手：図書館員

16日㈯ 午後2時30分～ 語り手：山猫軒

こどもの読書週間イベント

▶毎日おはなし会　～ 12日㈫ 午前11時～ 11時30分　絵本コーナー

▶絵本クイズ ～なんもんこたえられるかな～　～ 12日㈫

▶おとなの工作「新聞紙で作るエコバッグ」　3日㈰ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申
込不要

▶つくってあそぼう「かわりかぶと」　5日㈫ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申込不要

あかちゃん向けおはなし会
（おはなしぴよぴよ） 1･15日㈮ 午前11時～ 対象：0歳～未就園児　語り手：図書館員

幼児・小学生向けおはなし会 3日㈰ 9･23日㈯ 午後2時～ 対象：幼児～小学生　語り手：ぐるんぱ

こどもの読書週間イベント

▶毎日おはなし会　～ 12日㈫ 午前11時～ 11時30分　絵本コーナー

▶絵本クイズ ～なんもんこたえられるかな～　～ 12日㈫

▶おとなの工作「新聞紙で作るコサージュ」　3日㈰ 午前11時30分～正午　絵本コーナー　申
込不要

▶つくってあそぼう「かぶととどうぶつぼうし」　5日㈫ 午前11時30分～正午　絵本コーナー
　申込不要

施設点検休館日　市立図書館本館：27日㈬、せんちょう図書館：12日㈫、かがみ図書館：27日㈬

▶ 1 日㈮ 9:40 ひので保育園 10:15 金剛公民館 10:45 ま心苑　　　  ▶ 7 日㈭ 9:40 高島団地 10:10 築添団地 10:45 八代中央クリニック
▶ 8 日㈮ 9:40 麦島公民館 10:15 植柳公民館 10:45 偕老苑　　　　  ▶ 11 日㈪ 9:40 竹原県職住宅 10:10 日本製紙太田郷社宅 10:40 日本製紙日置社宅
▶ 12 日㈫ 13:15 日奈久小 14:00 南部市民センター 14:30 保寿寮　 ▶ 13 日㈬ 13:15 郡築小 14:05 八千把公民館 14:30 海士江西村ビル
▶ 14 日㈭ 13:15 龍峯小 13:55 如見商店前 14:25 中次団地　　　　  ▶ 15 日㈮ 13:25 二見小 14:10 二見公民館 14:55 光嶺保育園
▶ 18 日㈪ 13:15 昭和小 14:00 郡築 11 八協連 14:35 井揚団地　　  ▶ 19 日㈫ 13:15 八竜小 14:10 JA 坂本 14:50 グリーンパーク
▶ 20 日㈬ 13:15 東陽小 14:05 河俣山村広場 14:40 東陽せせらぎ　 ▶ 21 日㈭ 13:20 泉小中学校 14:00 市泉支所 14:30 泉運動広場
▶ 22 日㈮ 9:40 流藻川団地 10:05 すずらん苑 10:40 希望の里たいよう　▶ 26 日㈫ 9:40 JR 西宮アパート 10:10 市立病院 10:40 老人ホーム楽寿
▶ 28 日㈭ 9:40 総合体育館 10:10 東中洲公園 10:40 あさひ園　　   ▶ 29 日㈮ 9:40 鏡しらぬい保育園 10:15 鏡体育館 10:45 古閑出 JA 倉庫

図書資料の返却を忘れずに　▶図書の貸出期間は、借りた日を含めて15日間です。多くの人が利用できるよう、早めの返却をよろしくお願いします。

図書館行事は原則無料　　問合せ　市立図書館本館☎32-3385　せんちょう図書館☎46-1901　かがみ図書館☎52-5567

市
立
図
書
館
本
館

か
が
み
図
書
館

せ
ん
ち
ょ
う
図
書
館

移
動
図
書
館
巡
回
日
時

午前 9 時 30 分～午後８時（土日祝午後７時）

広　　告
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印
い
ん
に
ゃ
く鑰

神
社
春
季
大
祭
が
４
月
７
日
に
行
わ
れ
、

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
鮒ふ

な

取
り
神
事
」
の

会
場
と
な
る
鏡
町
の
鏡
ヶ
池
公
園
に
は
、
多
く

の
見
物
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
５
世
紀
の
初
め
、
印
鑰
神
社

の
祭
神
で
あ
る
蘇そ

が
の我

石い
し
か
わ
の川

宿す
く
ね祢

が
暴
徒
鎮
圧

の
た
め
に
こ
の
地
を
訪
れ
た
と
き
、
悪
天
候
で

漁
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
元
の
若
者

た
ち
が
鏡
ヶ
池
に
飛
び
込
ん
で
鮒
を
手
づ
か
み

し
て
献
上
し
、も
て
な
し
た
と
い
う
伝
承
に
ち
な

ん
だ
も
の
で
、８
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
伝

統
行
事
と
し
て
毎
年
執
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

肌
寒
い
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
神
幸
行
列

の
後
、
太
鼓
の
合
図
と
と
も
に
約
50
人
の
若
者

ら
が
締
め
込
み
姿
で
池
に
飛
び
込
み
、
鮒
や

鯉こ
い

、
鯰な

ま
ず

を
手
づ
か
み
に
し
た
り
、
泥
を
見
物
客

に
投
げ
上
げ
た
り
し
ま
し
た
。
こ
の
泥
を
浴
び

る
と
無
病
息
災･

厄
除
け
厄
払
い
の
ご
利
益
が

あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
泥
が
投
げ
上
げ
ら
れ
る
た

び
に
観
客
か
ら
大
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
、
市
役
所
本
庁
に
関
係
者
約
30
人

が
出
席
し
、
八
代
市
と
氷
川
町
に
よ
る
定
住
自

立
圏
形
成
協
定
の
調
印
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
役
割
を
分
担
し
て
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
圏
域
に
必
要
な
都
市
機
能
と
生
活

機
能
を
確
保
し
、
住
民
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮

ら
せ
る
定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
圏
か
ら
の
人
口

流
出
を
食
い
止
め
、
都
市
圏
の
住
民
に
も
そ
れ

ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
居
住
の
選
択
肢
を
提
供
し
、
地
方
圏

へ
の
人
の
流
れ
の
創
出
も
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

中
村
市
長
は「
相
互
に
協
力
し
、地
域
活
性
化

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」、藤
本
一
臣
氷

川
町
長
は
「
実
り
あ
る
成
果
が
生
ま
れ
る
よ
う

協
力
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
成
27
年
度
内
に
定
住
自
立
圏
共
生

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
向
け
、
各
分
野
の
見
識
者

な
ど
と
の
懇
談
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

３
月
14
・
15
日
に
八
代
で
初
め
て
「
く
ま
モ

ン
誕
生
祭
」
が
開
催
さ
れ
、
日
本
各
地
か
ら

「
く
ま
友
」（
く
ま
モ
ン
フ
ァ
ン
の
名
称
）
約

５
０
０
人
が
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
に
集
合
。
く
ま

モ
ン
の
誕
生
日
を
祝
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
本
町
２
丁
目
イ
ベ
ン
ト
広
場

で
行
わ
れ
た
「
く
ま
モ
ン
の
お
誕
生
会
」
で
は
、

八
代
妙
見
祭
の
亀
蛇
が
参
加
し
、
く
ま
モ
ン
と

夢
の
共
演
。ま
た
マ
マ
ゴ
ス
ペ
ル
サ
ー
ク
ル「
ア

ル
ペ
ー
ジ
ュ
」
の
ア
カ
ペ
ラ
で
の
バ
ー
ス
デ
ー

ソ
ン
グ
と
、
ち
び
っ
こ
た
ち
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
バ
イ
ラ
ス
」
に
よ
る
お
祝
い
の
ダ
ン
ス
で
誕

生
日
を
祝
い
ま
し
た
。「
く
ま
モ
ン
か
ら
の
あ

～
ん
♥
」
で
は
特
製
の
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
が

準
備
さ
れ
、
体
験
者
の
抽
選
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
松
高
小
新
４
年
生
の
山
下
理り

さ紗
さ
ん
は

「
く
ま
モ
ン
か
ら
バ
ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
を
食
べ

さ
せ
て
も
ら
え
る
５
人
に
選
ば
れ
て
、
う
れ
し

く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲捕まえた魚に手を伸ばす子どもたち

▲協定書に署名をする中村市長と藤本一臣氷川町長（左）

▲くまモンからバースデーケーキを取り分けてもらう女の子

▲市外からの災害ごみを持ち込まれると想定した訓練

鮒取り神事で泥まみれ
印鑰神社春季大祭

安心して生活できる地域を形成
定住自立圏形成協定を調印

日本全国から八代にくま友が集合
くまモン誕生祭 2015 in やつしろ

災害ごみも処理基準に合わせて分別を
八代市災害廃棄物仮置場の分別・運営訓練

Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
Town
   opics

笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

の だいわま ち

　

３
月
21
日
、
新
港
町
２
丁
目
の
津
田
八
代
工

場
に
お
い
て
、
市
と
県
産
業
廃
棄
物
協
会
南
部

支
部
の
共
催
で
「
八
代
市
災
害
廃
棄
物
仮
置
場

の
分
別
・
運
営
訓
練
」
が
行
わ
れ
、
約
１
０
０

人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、災
害
発
生
時
に
市
が
廃
棄
物
仮

置
場
を
設
置
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
、災
害
廃
棄

物
の
分
別
や
仮
置
場
の
運
営
に
つ
い
て
の
屋
外

訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
す
。最
初
に
、県
産
業
廃

棄
物
協
会
南
部
支
部
所
属
の
９
人
が
ダ
ン
プ
１

台
分
の
災
害
ご
み
を
模
範
分
別
し
、参
加
者
に
災

害
ご
み
に
お
い
て
も
処
理
基
準
に
合
わ
せ
て
分

別
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
外
か
ら
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
へ
ご

み
を
持
ち
込
ま
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
想
定
し
た

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
不
当

要
求
行
為
を
行
う
運
転
手
に
対
し
、
受
付
担
当

職
員
が
協
力
し
て
排
除
す
る
な
ど
の
迫
真
の
取

り
組
み
に
、
参
加
者
か
ら
は
協
力
体
制
づ
く
り

の
参
考
に
な
っ
た
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
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市ホームページの「まちのわだい」は他の話題も掲載（随時更新中） 笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市笑顔 de あいさつ 　　しあわせ発信！八代市

「五家荘トンネル」開通式

北新地保育園の民間移譲に伴う引継式交通安全グッズ贈呈黄色い帽子贈呈

▲開通を記念しテープカット

▲協定書を手にする中村市長と坂口弘子
　千秋福祉会理事長（右）

▲広崎史子教育長（当時）へクリアファイル
　を手渡す平本常人取締役製造部長（左）

▲八代地区交通安全協会の神園喜八郎会長（2列
　目右）らから黄色い帽子を受け取る子どもたち

　

３
月
19
日
、
ヤ
マ
ハ
熊
本
プ
ロ
ダ
ク
ツ
の
平
本
常
人

取
締
役
製
造
部
長
ら
が
市
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
交
通

安
全
グ
ッ
ズ
を
広
崎
史
子
教
育
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、社
員
の
交
通
事
故
撲
滅
を
目
的
に
、社
内
に

交
通
安
全
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。八
代
地
域
の
交

通
安
全
活
動
に
貢
献
し
た
い
と
、４
月
か
ら
新
１
年
生
と

な
る
市
内
の
児
童
の
た
め
に
道
路
標
識
が
記
載
さ
れ
た

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
１
１
４
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

平
本
部
長
は
「
新
入
生
の
交
通
意
識
の
向
上
に
少
し

で
も
つ
な
が
れ
ば
」と
あ
い
さ
つ
。
広
崎
教
育
長
は「
子

ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
教
育
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
26
日
、
八
代
地
区
交
通
安
全
協
会
の
神
園
喜
八

郎
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
小
学
校
新
入
学
児
童
の
た

め
の
黄
色
い
帽
子
約
９
４
０
個
を
市
に
贈
呈
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
新
入
学
児
童
の
通
学
時
や
外
出
時
の
交
通

事
故
防
止
と
、
車
の
運
転
者
に
対
す
る
安
全
運
転
の
意

識
啓
発
を
目
的
に
同
協
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
16
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
新
入
学
児
童
を
代
表
し
て
、
小
早
川
光み

つ

輝き

君
、
中
津
陽ひ

な

こ

菜
子
さ
ん
、
村
崎
桂け

い

綸り

さ
ん
、
野
村
総

一
朗
君
が
黄
色
い
帽
子
を
受
け
取
り
「
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　

泉
町
五
家
荘
地
域
と
五
木
村
を
つ
な
ぐ
国
道
４
４
５

号
に
「
五
家
荘
ト
ン
ネ
ル
」
が
完
成
し
、
３
月
16
日
、

関
係
者
な
ど
が
出
席
し
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

県
は
安
全
・
円
滑
な
走
行
環
境
を
確
保
し
、観
光
・

産
業
の
支
援
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
バ
イ
パ
ス
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
五
家
荘
ト
ン
ネ
ル（
６
４
０
ｍ
）を

含
む
バ
イ
パ
ス
は
総
延
長
８
８
１
ｍ
。
安
全
性
の
確
保

や
走
行
距
離
が
短
縮
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
観
光
振
興

な
ど
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
中
村
市
長
が
「
五
家
荘
と
五
木
地
域
の

産
業
・
観
光
の
発
展
と
地
域
間
交
流
が
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

北
新
地
保
育
園
の
民
間
移
譲
に
伴
い
、
４
月
１
日
か

ら
業
務
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
千
秋
福
祉
会
と
市

の
引
継
式
が
３
月
17
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
公
立
保
育
所
が
民
営
化
と
な
る
の
は
初
め
て

で
す
。
同
保
育
園
は
平
成
25
年
12
月
に
市
が
民
営
化
の

公
募
を
行
い
、
移
管
先
と
し
て
千
秋
福
祉
会
が
決
定
し

ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
「
北
新
地
海か

音の
ん

保
育
園
」
と
名

称
を
新
た
に
し
て
保
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

坂
口
弘
子
理
事
長
は
「
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
こ
ら

れ
た
保
育
を
継
承
し
て
い
く
と
と
も
に
、
心
優
し
い
子

ど
も
た
ち
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、
日
々
の
保
育

に
励
み
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

１００歳 おめでとうございます

　

現
在
、
長
男
夫
婦
と
暮
ら
し
て
い
る
齋ひ

と
し

さ

ん
。葦
北
郡
百
済
来
で
生
ま
れ
育
ち
、中
学
生

の
頃
に
家
族
で
日
奈
久
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

結
婚
後
は
４
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
下
駄

の
製
造
・
販
売
で
生
計
を
立
て
ま
し
た
。
早

朝
か
ら
仕
事
に
精
を
出
し
た
後
、午
後
は
毎
日

の
よ
う
に
釣
り
を
楽
し
ん
だ
と
い
い
ま
す
。　

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
体
を
よ
く
動
か
し
、
好

き
嫌
い
な
く
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
」。

　

現
在
、
時
代
劇
の
漫
画
本
を
読
ん
で
い
る

と
い
う
読
書
好
き
な
雪
雄
さ
ん
。
９
人
き
ょ

う
だ
い
の
長
男
と
し
て
水
島
町
で
生
ま
れ
育

ち
ま
し
た
。
20
歳
の
頃
に
自
転
車
屋
を
始

め
、
機
械
を
触
る
こ
と
が
好
き
な
た
め
、
新

し
い
バ
イ
ク
を
購
入
し
て
は
全
部
分
解
し
て

組
み
立
て
る
な
ど
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。 

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
手
作
り
野
菜
ジ
ュ
ー
ス

を
毎
日
飲
ん
だ
こ
と
」。　

　

現
在
、
娘
夫
婦
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

ハ
ツ
エ
さ
ん
。
５
人
兄
妹
の
次
女
と
し
て
東

陽
で
生
ま
れ
育
ち
、
結
婚
後
は
米
や
し
ょ
う

が
な
ど
を
作
り
農
業
を
し
な
が
ら
３
人
の
子

ど
も
を
育
て
ま
し
た
。

　

今
の
楽
し
み
は
友
だ
ち
と
の
お
し
ゃ
べ
り

や
温
泉
に
行
く
こ
と
と
い
う
ハ
ツ
エ
さ
ん
。

長
寿
の
秘
訣
は
「
農
業
で
足
腰
を
鍛
え
た
こ

と
と
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
」。

堤  齋さん
（日奈久塩北町）

大正４年３月１３日生

早川  雪雄さん
（揚町）

大正４年３月１４日生

江崎  ハツエさん
（東陽町）

大正４年３月３１日生
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防災向けプロパンガス発電機受贈式

入湯１００万人達成

菜の花ウォーク in やつしろ

八代消防署日奈久分署の新庁舎落成木質バイオマスボイラーが完成

▲市プロパンガス協同組合の皆さん。手前の
　赤い機械が防災向けプロパンガス発電機

▲左から中村市長、木原尚美さん、娘の木原来
み く

玖
　さん、潮濱秀明支配人

▲約 2000 万本の菜の花を楽しみながら歩く参
　加者

▲敷地面積 2501.92㎡、延べ床面積 765.79㎡で
  建物は鉄骨造平屋建

▲ 3月末に完成した木質バイオマスボイラー施設

　

３
月
20
日
、
市
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
協
同
組
合
の
前
田
満み

つ

洋ひ
ろ

代
表
理
事
ら
６
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
防
災
向
け
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
発
電
機
２
台
を
市
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

防
災
向
け
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
発
電
機
は
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

と
接
続
し
て
発
電
を
行
う
機
械
で
、災
害
時
に
各
家
庭
に

あ
る
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
活
用
す
る
こ
と
で
、電
気
を
必
要

と
す
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

前
田
代
表
理
事
は
「
災
害
時
は
市
役
所
が
拠
点
と
な

る
。
新
庁
舎
建
設
時
や
第
２
避
難
所
と
な
る
小
中
学
校

へ
の
活
用
も
検
討
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
２
台
の
発
電
機
は
築
添
団
地
と
高
島
団

地
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
28
日
、日
奈
久
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
ば
ん
ぺ
い
湯
」

の
入
湯
者
数
が
１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

幸
運
な
１
０
０
万
人
目
は
、
鹿
児
島
市
の
木
原
尚な

お
み美

さ
ん
。
中
村
市
長
と
潮
濱
秀
明
支
配
人
が
、
高
田
焼
き

の
湯
呑
み
と
大
浴
場
の
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
券
、
日
奈
久

特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　
「
ば
ん
ぺ
い
湯
」
は
日
奈
久
温
泉
開
湯
６
０
０
年

の
平
成
21
年
７
月
18
日
に
開
業
。
５
年
８
カ
月
で

１
０
０
万
人
突
破
と
な
り
ま
し
た
。

　

木
原
さ
ん
は「
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、温
泉
の
お
湯

が
き
れ
い
で
肌
が
ツ
ル
ツ
ル
し
て
良
か
っ
た
」と
突
然

の
こ
と
に
驚
き
な
が
ら
も
に
っ
こ
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

３
月
21
日
、
市
役
所
鏡
支
所
や
鏡
町
九
州
新
幹
線
沿

線
の
菜
の
花
畑
一
帯
で
「
菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク
in
や
つ
し

ろ
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約
２
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
や
つ
し
ろ
菜
の
花
フ
ァ
ー
ム
９
８
７
と
九

州
国
際
ス
リ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員
会
に
よ
る
主
催

で
、
今
回
で
８
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
３
㎞
と
７
㎞
の
２
コ
ー
ス
で
、
参
加
者
は

菜
の
花
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、
赤
星
公

園
オ
カ
リ
ナ
組
の
路
上
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
な
が
ら
完
歩

し
ま
し
た
。
山
梨
県
西に

し
か
つ
ら
ち
ょ
う

桂
町
か
ら
参
加
し
た
新
田
剛た

け
ひ
さ久

さ
ん
は
「
西
桂
町
と
見
晴
ら
し
が
全
く
違
う
。
景
色
や

菜
の
花
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

八
代
圏
域
南
部
地
区
に
お
け
る
新
た
な
防
災
拠
点
と

す
る
こ
と
を
目
的
に
整
備
を
進
め
て
い
た
八
代
消
防
署

日
奈
久
分
署
の
新
庁
舎
が
、日
奈
久
大
坪
町
に
完
成
し
、

３
月
21
日
に
落
成
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
用
地
提
供
者
や
地
域
住
民
代
表
、
消
防
関

係
者
な
ど
約
70
人
が
参
加
し
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。　

　

八
代
広
域
行
政
事
務
組
合
管
理
者
の
中
村
市
長
は

「
除
染
室
な
ど
近
代
的
な
設
備
を
完
備
し
、
防
災
・
安

全
教
育
の
研
修
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

し
ま
し
た
。
今
後
も
住
民
の
安
全
・
安
心
確
保
の
た
め
、

職
員
一
同
高
い
使
命
感
を
持
っ
て
日
々
の
職
務
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

市
の
施
設
で
あ
る
「
さ
か
も
と
温
泉
セ
ン
タ
ー
『
ク

レ
オ
ン
』」に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
完
成
し
、

４
月
10
日
、指
定
管
理
者
で
あ
る「
さ
か
も
と
温
泉
セ
ン

タ
ー
」の
永
原
辰
秋
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
関
係

者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
、点
火
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
温
泉
施
設
で
は
初
の
導
入
で
、
化
石
燃
料
の

利
用
抑
制
に
よ
る
コ
ス
ト
の
縮
減
に
よ
る
経
営
の
安
定

と
森
林
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
市
長
は
「
こ
れ
を
機
に
ク
レ
オ
ン
が
さ
ら
に
親

し
ま
れ
、
市
内
外
か
ら
の
利
用
客
が
増
加
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

Town
   opics

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市

の だいわま ち
八代の未来を語る会

▲シカなどの捕獲システムの報告に聴き入る
　参加者

　

３
月
19
日
、や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
で
第
10
回

「
八
代
の
未
来
を
語
る
会
」が
開
か
れ
、県
南
の
飲
食
店
関

係
者
や
食
品
加
工
業
者
な
ど
約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
に
よ
る
農
作
物
被
害

額
が
大
き
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
大
型
の
罠
を
使
い
捕
獲
状
況
な
ど

を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
転
送
す
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
紹

介
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

小
野
泰
輔
副
知
事
は
「
地
域
の
飲
食
店
な
ど
で
も
ジ

ビ
エ
料
理
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
観
光
食
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
」
と
フ
ー
ド
バ
レ
ー
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
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市
の
施
設
で
あ
る
「
さ
か
も
と
温
泉
セ
ン
タ
ー
『
ク

レ
オ
ン
』」に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
が
完
成
し
、

４
月
10
日
、指
定
管
理
者
で
あ
る「
さ
か
も
と
温
泉
セ
ン

タ
ー
」の
永
原
辰
秋
代
表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
関
係

者
な
ど
約
30
人
が
出
席
し
、点
火
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
の
温
泉
施
設
で
は
初
の
導
入
で
、
化
石
燃
料
の

利
用
抑
制
に
よ
る
コ
ス
ト
の
縮
減
に
よ
る
経
営
の
安
定

と
森
林
資
源
の
有
効
利
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
市
長
は
「
こ
れ
を
機
に
ク
レ
オ
ン
が
さ
ら
に
親

し
ま
れ
、
市
内
外
か
ら
の
利
用
客
が
増
加
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
」
と
お
祝
い
を
述
べ
ま
し
た
。

                                   笑顔 de あいさつ  しあわせ発信！八代市
◎子育てナイトセミナー「生きぬく力を育てる」
日時／5月24日㈰　午後7時～8時30分
場所／やつしろハーモニーホール
対象／高校生までの子どもがいる保護者
費用／200 円（資料代）
問合せ／家庭倫理の会 林田☎090-4775-6184

◎ひきこもり家族会～相談と研修会～
日時／5 月 16 日㈯　午後 2 時～ 4 時
　　　（毎月第 3 土曜日）
場所／八千把公民館
内容／ひきこもり家族を抱える者同士の語り
　　　合いやコーディネーターを交えた研修
対象／不登校・ひきこもりを抱える親
費用／300 円
問合せ／たまごの会 児浦☎32-3416

◎アフリカへ毛布をおくる運動
日時／5月17日㈰　午前10時～午後2時
場所／やつしろハーモニーホール
収集品／毛布、アルミ缶（シングルサイ
　　　ズで破れておらず、洗濯済みの毛
　　　布のみ。綿毛布は不可）
問合せ／アフリカへ毛布をおくる運動推
　　　進委員会 川上☎090-7476-5779

◎第 40 回 熊本総合病院 市民公開講座
ここまでできる当院の高度がん手術
日時／5 月 26 日㈫　午後 6 時～ 7 時
場所／熊本総合病院
定員／100 人　参加無料　申込不要
問合せ／熊本総合病院 総務企画課☎32-7111

◎ EM 春から夏の菜園講座
日時／5月13日㈬　午後1時30分～3時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／EM を使った家庭菜園の講座。EM ボカ
　　　シや EM 活性液を使っての方法など
定員／20 人程度（要申込）　参加無料
問合せ／八代EM環境浄化の会 酒井☎31-7886

◎わんぱく相撲八代場所 参加者募集
日時／6 月 21 日㈰　午前 10 時開会
場所／市立第四中学校相撲場　参加無料
対象／小学 1 ～ 6 年生（学年別で実施）
その他／6月14日㈰までに氏名・住所・電話番
　　　号を FAX か電話で沖田まで申込み
問合せ／八代青年会議所事務局 沖田☎32-7063

◎「論語」で学ぶ漢文法＆英語
日時／第2・4土曜日　午後1時～2時30分
場所／生涯学習・閑閑塾（大村町528-6）
内容／「論語」の漢文と英語訳を教材に
　　　して、漢文訓読と英語を学ぶ。
対象／高校生　定員／4～5人
費用／1回700円
問合せ／坂本☎51-5018

◎折り紙を折りましょう
日時／5月26日㈫　午後1時～2時30分
場所／グリーンコープ・スイートカフェ・まーぶる
内容／かぶととショウブを折る
定員／15 人程度　費用／100円
問合せ／スイートカフェ・まーぶる☎35-5577

◎妙見上宮清掃登山
日時／5 月 17 日㈰　午前 9 時～
集合場所／妙見中宮跡
内容／妙見上宮の清掃登山
参加無料　弁当持参
問合せ／八代妙見祭保存振興会☎070-5813-8246

◎第34回 八代市弓道教室 受講生募集
日時／5 月 8 日㈮～ 7 月 14 日㈫
　　　毎週火・金曜日　午前7時～9時
場所／市営弓道場（道具貸出あり）
対象／中学生以上の市内在住または在勤者
費用／3,500 円（テキスト代、保険代含む）
問合せ／八代市弓道連盟 水谷☎38-0173

◎コール Anima 団員募集
日時／毎週火曜日 午後1時30分～3時30分場所／旧スイス館（松江町）
内容／女声合唱、市民合唱祭などに参加費用／月2,000円
問合せ／コールAnima 松見☎35-2416

◎県営八代運動公園フリーマーケット
日時／5月3日㈰　午前10時～午後3時
　　　（雨天時は 5 月 10 日㈰）
場所／県営八代運動公園
問合せ／県営八代運動公園 指定管理者
　　　熊本利水工業☎37-0006

◎唱歌・昭和歌謡を一緒に歌いましょう
日時／5月5日㈫ ①午前11時～、②午後1時～
場所／泉町ふれあいセンター
定員／20 人　参加無料
問合せ／歌声サークル 加來☎090-8356-1190

◎フォークダンスで楽しく健康に
日時／毎週木曜日　午前 10 時～正午
場所／太田郷公民館
費用／2,000 円　見学は自由
問合せ／八代フォークダンスクラブ 牛嶋
　　　☎090-8768-2975

◎ミュージックオンステージ 出演者募集
日時／8月30日㈰　午後1時～（予定）
場所／やつしろハーモニーホール
費用／5,000円～
その他／6月30日㈫までに申込書をやつしろ
　　　ハーモニーホールのミュージックオ
　　　ンステージ係に提出
問合せ／やつしろハーモニーホール☎53-0033

◎まちの保健室 in 看護の日
日時／5 月 23 日㈯　午後 1 時～ 4 時
場所／ゆめタウン八代
内容／血圧・体脂肪測定、健康相談など
参加無料
問合せ／八代敬仁病院 宮本☎34-7911

◎第１0 回 子育て茶話会
日時／5 月19 日㈫　午前10 時～正午
場所／グリーンコープ・スイートカフェ・まーぶる
定員／15人程度　参加無料
問合せ／スイートカフェ・まーぶる☎35-5577

◎子羊文庫 勉強会
日時／①5月7日㈭ ②6月4日㈭ ③7月
　　　2日㈭　全て午前10時30分～
場所／市立図書館
内容／①グリムの絵本 ②おはなしをし
　　　ましょう ③赤羽末吉
参加無料
問合せ／子羊文庫 早木☎34-5761

◎看護の日イベント
日時／5 月 20 日㈬　午後 1 時～ 3 時
場所／熊本総合病院
内容／血圧・体重測定、健康相談、AED講習など
定員／100人程度　参加無料　申込不要
問合せ／熊本総合病院 総務企画課☎32-7111

◎ふるさと再発見 松濱軒
日時／5 月 27 日㈬～ 6 月 3 日㈬
　　　午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
　　　（雨天中止）
場所／松濱軒　対象／松濱軒の入園者
内容／肥後花菖蒲や庭を眺めながらお抹
　　　茶を飲む。庭園ガイドあり
費用／抹茶代 300 円（お菓子付き）
問合せ／やつしろ茶話の会 真木☎34-3939

◎合気道護身術教室
日時／5 月 31 日㈰　午後 2 時～4 時
場所／市立武道場
定員／約30人　参加無料　運動ができる服装
問合せ／上田☎35-9008

◎熊本労災病院 看護の日イベント
日時／①5月15日㈮ 午前9時30分～11時30分
　　　②5月16日㈯ 午後1時～3時
場所／①熊本労災病院
　　　②イオン八代ショッピングセンター
内容／健康・お薬相談、血圧・体脂肪測定など
参加無料
問合せ／熊本労災病院 看護部 今村☎33-4151

伝言板は、八代市内の団体・サークル・グループ・
愛好会などが、非営利（宗教・政治・営業以外）
で行う活動などの情報を掲載するコーナーです。
仲間募集やイベント告知などにご利用ください。
内容に関するお問合わせは、直接情報提供者へ。
★ 7月号の掲載申込締切は、5/28 ㈭です。

伝言板

◎第 26 回 八代ちびっ子カーニバル
日時／5 月 5 日㈫　午前 10 時 50 分～
　　　（雨天決行）
場所／本町1丁目～3丁目アーケード街
内容／イタリアのベネチア風仮面舞踏会
　　　の衣装を着てパレード
問合せ／八代ちびっ子カーニバル実行委員会
　　　出田☎33-2066

◎初心者フォークダンス教室  会員募集
日時／毎週月曜日 午後7時30分～9時30分
場所／太田郷公民館（上靴持参）
費用／月800 円（65 歳以上 700 円）
問合せ／松岡☎34-9425

◎詩吟を始めませんか
日時・場所の確認は松山までお電話ください。
費用／月 4 回 4,000 円
問合せ／紫洲流日本明吟会熊本本部
　　　松山☎32-7316

◎久住・三俣山 バスハイク参加者募集
日時／5月24日㈰ 午前6時 市役所本庁出発
費用／大人3,500円、子ども2,000円
問合せ／八代山の会 谷川☎38-1300

◎平成 27 年度 倫理経営講演会
ここに活路あり～大転換期をいかに乗りきるか
日時／5月27日㈬ 午後6時30分～8時30分
場所／やつしろハーモニーホール
費用／2,000円　定員／500人
問合せ／八代市倫理法人会事務局☎32-4596

◎オヤジバンド メンバー募集
日時／第１・3木曜日　午後8時～10時
場所／やつしろハーモニーホール
内容／GS のコピーバンド
問合せ／入江☎080-5249-7372

◎第4回 八代版画美展 八代を彫るⅣ
日時／5月11日㈪～17日㈰
　　　午前10時～午後5時
　　　（17日は午後4時まで）
場所／シャディ東京画廊（西松江城町2-4）
内容／版画の展示　入場無料
問合せ／鍬本☎090-1970-3894
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問合せ　「ふる郷愛鏡祭実行委員会」事務局
　　　　（鏡支所地域振興課内）☎52-1111

新市誕生10周年記念事業

☆かがみ食フェスティバル「鏡うまかもん大集合 !!」
☆第４回漬物名人コンテスト
☆参加型イベント
　「畳投げ大会」「大漁ミニ網入れ体験」「野点」
　「魚のつかみ取り大会」「伝承遊び」「いも掘り体験」
　「ジョギングフェスティバル」など
☆手裏剣戦隊ニンニンジャーショー（観覧無料）
☆郷土芸能披露
☆フリーマーケット、企業ＰＲコーナー、特産品展示販売、
　特産品が当たる抽選会など

鏡支所、
鏡文化センター周辺

５月24日  (日)

第30回

　

肥
後
菖し

ょ
う
ぶ蒲

で
知
ら
れ
る
名
園
・
松
浜
軒
は
、
毎

年
六
月
の
第
一
日
曜
日
、「
花
菖
蒲
鑑
賞
茶
会
」

で
賑
わ
い
ま
す
。

　

茶
会
を
主
催
す
る
の
は
「
肥
後
古
流
松
華
会
」。

古
流
の
歴
史
は
、
千
利
休
の
縁
戚
・
古ふ

る
い
ち市

宗そ
う
あ
ん庵

が

細
川
家
の
茶
道
方
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
は

じ
ま
り
ま
す
。
利
休
の
茶
を
正
し
く
継
承
す
る
こ

と
を
自
負
し
、
そ
の
点て

ま
え前

は
「
武ぶ

け家
点で

ま
え前

」「
男

点
前
」
と
評
さ
れ
ま
す
。

花
菖
蒲
鑑
賞
茶
会
と
肥
後
古
流

黒
楽
茶
碗
　
楽
家
十
代
旦
入
作
　（
19
世
紀
）　
松
井
文
庫
所
蔵

楽
茶
碗
は
、
利
休
が
提
唱
し
た
「
わ
び
」
の
精
神
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も
の
。

松
浜
軒
／
松
井
文
庫
の
至
宝

松
井
文
庫
の
管
理
と
な
り
、
か
つ
て

茶
室
を
彩
っ
た
道
具
は
松
井
文
庫
展

示
室
で
拝
観
で
き
ま
す
。
近
年
、
評

価
は
益ま

す
ま
す々
高
ま
り
、全
国
の
美
術
館
・

博
物
館
か
ら
出
品
の
オ
フ
ァ
ー
が
相

次
い
で
い
ま
す
。
八
代
に
あ
る
「
日

本
の
宝
」
を
お
見
逃
し
な
く
。

　
　
（
博
物
館
学
芸
員　

石
原 

浩
）

■
展
示
案
内

企
画
展　
「
松
井
家
の
茶
道
具
」

　
　
　
　
「
酒
器
と
重
箱
」

と　
き　
開
催
中
～
６
月
末
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
（
入
園
４
時
30
分
ま
で
）

閉
園
日　
毎
週
月
曜

　
　
　
　

祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

観
覧
料　
一
般
３
０
０
円

　
　

小
中
学
生
１
５
０
円

問
合
せ　
松
浜
軒
／
松
井
文
庫

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
33
０
１
７
１

　

昭
和
36
年
に
始
ま
っ
た
花
菖
蒲
鑑
賞
茶
会
は
、

当
時
肥
後
古
流
の
茶
を
熱
心
に
学
ん
で
お
ら
れ
た

松
井
綾あ

や
こ子
夫
人
の
肝き

も
い煎
り
で
、
松
井
家
伝
来
の
茶

道
具
を
惜
し
み
な
く
使
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

初
代
康
之
が
利
休
の
弟
子
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
茶
道
具
は
「
わ
び
茶
」
の
真
髄
を
伝
え

る
も
の
ば
か
り
。
全
国
の
茶
人
や
好こ

う
ず
か

事
家
が
羨

う
ら
やむ

茶
会
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
松
井
家
の
茶
道
具
は
一
般
財
団
法
人
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